
 1 

第３章第３章第３章第３章 

クリシュナはすべての化身の源であるクリシュナはすべての化身の源であるクリシュナはすべての化身の源であるクリシュナはすべての化身の源である 
 

第１節第１節第１節第１節 

 

SaUTa ovac 
JaGa*he  PaaEåz& æPa& >aGavaNMahdaidi>a" ) 
SaM>aUTa& zae@Xak-l/MaadaE l/aek-iSaSa*+aYaa )) 1 )) 

 
スータ ウヴァーチャ 

süta uväca 
 

ジャグリヘー パウルシャンム    ルーパンム 

jagåhe pauruñaà rüpaà 
 

バハガヴァーン    マハドゥ・アーディビヒヒ 

bhagavän mahad-ädibhiù 
 

サンブフータンム    ショーダシャ・カランム 

sambhütaà ñoòaça-kalam 
 

アーダウ ローカ・シスリクシャヤー 

ädau loka-sisåkñayä 
 

sütaù uväca—スータが言った; jagåhe—受けいれた; pauruñam—プルシャ化身としての完

全分身; rüpam—姿; bhagavän—人格主神; mahat-ädibhiù—物質界の構成物質を使って; 

sambhütam—こうして〜が創造された; ñoòaça-kalam—16 の主要原則; ädau—始めに; 

loka—各宇宙; sisåkñayä—創造する意図で。 
 

スータ・ゴースヴァーミーが言った。「主は、創造の初期にまずプルシャ化身という宇宙体に

みずからを分身させ、物質界の創造に必要な要素を作った。こうして、物質の機能に必要な 16

の原則が最初に作られた。物質宇宙を創造するために為されたのである」 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
 『バガヴァッド・ギーター』は、人格主神シュリー・クリシュナがみずからを完全拡張体に

分身させて物質宇宙を維持している、と述べています。つまり、この節のプルシャの姿は、こ

の同じ原則の確認です。根源の人格主神ヴァースデーヴァ、すなわちヴァスデーヴァ王の子、
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あるいは養父ナンダ王の子として名高い主クリシュナは、すべての富・すべての力・すべての

名声・すべての美しさ・すべての知識・すべての放棄心を完璧にそなえています。主の富の一

部は姿かたちの無いブラフマンやパラマートマーとして表われています。人格主神シュリー・

クリシュナのこのプルシャの姿は、主の根源のパラマートマーの表われです。物質界の創造に

は３ 人のプ ルシャ がかか わりま すが、 このカーラノ ーダカ シャー イー ・ヴィ シュヌ

（Käraëodakaçäyé Viñëu）という名の姿が最初のプルシャです。別の２人のプルシャは、ガ

ルボーダカシャーイー・ヴィシュヌ（Garbhodakaçäyé Viñëu）とクシーローダカシャーイー・

ヴィシュヌ（Kñérodakaçäyé Viñëu）で、後の節で説明されます。無数の宇宙がカーラノーダ

カシャーイー・ヴィシュヌの体の毛穴から作りだされ、主はそのすべての宇宙にガルボーダカ

シャーイー・ヴィシュヌとして入ります。 

 『バガヴァッド・ギーター』で、物質界は一定の期間を置いて創造され、やがて破壊される、

と述べられています。創造と破壊は至高者の意志で為されますが、それは条件づけられた魂た

ち（nitya-baddha・ニッテャ・バッダ）のために行なわれます。ニッテャ・バッダ、つまり永

遠に条件づけられた魂は自分固有の意識（アハンカーラ・ahaìkära）を持ち、その意識が魂を

感覚の満足に誘うのですが、じつは本来その満足は魂には味わえないものです。主だけが「楽

しむ側」であり、他の生命体はすべて「楽しまれる側」にいます。生命体は、支配されながら

楽しんでいる、ということです。ところが、永久に条件づけられている魂はこの本来の立場を

忘れ、自分が楽しみたいと強く望んでいます。条件づけられた魂には、物質界のなかで物質を

楽しむ機会が与えられており、同時に自分本来の立場を理解する機会も与えられています。物

質界で幾度となく誕生を繰りかえしたあとに真理を悟り、ヴァースデーヴァの蓮華の御足に身

をゆだねた生命体が、永遠に解放された魂の仲間入りをして神の国に入ることを許されます。

そのような幸運な魂は、作っては壊される物質創造界に二度と戻ってくることはありません。

しかし、真理にめぐり会えない魂たちは、物質界が破壊されるときにふたたびマハトゥ・タッ

トヴァ（mahat-tattva）に入っていきます。そして創造が再開されるときにマハトゥ・タット

ヴァは消えていきます。マハトゥ・タットヴァには、条件づけられた魂を含む物質現象界に必

要なすべての構成要素がそなわっています。おもに、マハトゥ・タットヴァは、５つの濃密な

物質要素と11の道具（感覚）の16要素に分けられます。たとえるならば「快晴の空に浮かぶ雲」

です。精神界では、ブラフマンの光が満ちあふれ、すべてが崇高な光でまばゆく輝いています。

マハトゥ・タットヴァは、広大かつ無限な精神界の一部に凝縮されて現われ、そのマハトゥ・

タットヴァで覆われた部分が物質界です。精神界に出現するこの部分には、精神界全体と比べ

れば狭い領域にすぎませんが、その内部には無数の宇宙がただよっています。この宇宙はすべ
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てカーラノーダカシャーイー・ヴィシュヌ（別名マハー・ヴィシュヌ）によって一度に作りだ

されます。マハー・ヴィシュヌは、マハトゥ・タットヴァをただ見つめるだけで物質界に命を

吹きこみます。 

 

第２節第２節第２節第２節 

 
YaSYaaM>aiSa  XaYaaNaSYa YaaeGaiNad]a& ivTaNvTa"  ) 
Naai>ah daMbuJaadaSaqd(b]øa ivìSa*Jaa& PaiTa" )) 2 )) 

 
ヤッシャーンバハシ シャヤーナッシャ 

yasyämbhasi çayänasya 
 

ヨーガ・ニドゥラーンム ヴィタンヴァタハ 

yoga-nidräà vitanvataù 
 

ナービヒ・フラダーンブジャードゥ アーシードゥ 

näbhi-hradämbujäd äséd 
 

ブラフマー    ヴィシュヴァ・スリジャーンム パティオ 

brahmä viçva-såjäà patio 
 

yasya—だれの; ambhasi—水の中に; çayänasya—横たわっている; yoga-nidräm—瞑想し

つつ眠っている; vitanvataù—司っている; näbhi—臍; hrada—その窪みから; ambujät—蓮

華の花から; äsét—表わされた; brahmä—生命体の祖父; viçva—宇宙; såjäm—設計者達; 

patiù—主人。 
 

そのプルシャは宇宙の水に横たわり、プルシャの臍のくぼみから蓮華の茎が伸びている。そ

してその花の最上部に、宇宙のすべての監督者たちの筆頭であるブラフマーが誕生する。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
最初のプルシャはカーラノーダカシャーイー・ヴィシュヌで、その体の毛穴から無数の宇宙

が放出されます。カーラノーダカシャーイー・ヴィシュヌは、次にガルボーダカシャーイー・

ヴィシュヌとして各宇宙に入ります。ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌは自分の体から出

た水で宇宙の半分を満たし、その上に横たわります。ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌの

臍からは蓮華の茎が伸び、その花がブラフマーの誕生地になります。ブラフマーは全生物の父

であり、宇宙の秩序を完璧に設計・機能させる管理者である半神たちの主人でもあります。そ

の蓮華の茎のなかに 14 段階の天体系が存在し、土で構成された諸惑星はその中間に位置してい
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ます。その上部にはさらに優れた天体系があり、頂点にブラフマローカ（Brahmaloka）・別

名サテャローカ（Satyaloka）があります。中間の天体系の下には、アスラ（asura）や同類の

物質主義的な生物が住む７つの低次の天体系があります。 

ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌから、すべての生物に入っているパラマートマーでも

あるクシーローダカシャーイー・ヴィシュヌが分身されます。このヴィシュヌはハリ（Hari）

とも呼ばれ、宇宙のすべての化身がクシーローダカシャーイー・ヴィシュヌから分身されます。 

これらの説明をまとめると、プルシャ・アヴァターラ（puruña-avatära）には３つの姿があ

るということです。最初はマハトゥ・タットヴァのなかに集合的な物質構成要素を作るカーラ

ノーダカシャーイー・ヴィシュヌ、２番目は各宇宙に入るガルボーダカシャーイー・ヴィシュ

ヌ、そして３番目はすべての有機・無機の物質に入るパラマートマーであるクシーローダカシ

ャーイー・ヴィシュヌです。人格主神のこれらの完全分身の姿を知っている人は、神を正しく

知っているということであり、その人物は、『バガヴァッド・ギーター』が明言しているよう

に、誕生・死・老年・病気という物質的状態から救われます。このシュローカでは、マハー・

ビシュヌ（Mahä-Viñëu）について要約されています。マハー・ビシュヌは、みずからの意志

で精神界の一部分に横たわっています。カーラナ（käraëa）の海に横たわる主がその場所から

物質自然界を見渡し、マハトゥ・タットヴァが瞬時に創造されます。こうして主の力によって

エネルギーを帯びた物質自然が無数の宇宙を作りだされますが、それは木が無数の熟した果物

で木全体を飾っていく様子に似ています。木や蔓（つる）の種は栽培者によって植えられ、やが

て成⻑して多くの果物を実らせていきます。原因がなければなにも起こりません。そのことか

ら、カーラナの海は「原因の海」と呼ばれます。Käraëa（カーラナ）は「原因」という意味で

す。無神論者が説く宇宙創造説を受けいれるのは愚かなことです。かれらの理論は『バガヴァ

ッド・ギーター』で述べられています。無神論者は創造者の存在を信じませんが、創造につい

て納得のいく説明はできません。物質自然界はプルシャの力を借りなければ何も作りだせませ

ん。プラクリティ（prakåti）「女性」はプルシャ（puruña）「男性」との関係なくして子ども

を作りだせないのと同じです。プルシャが受胎させ、プラクリティが産むのです。ヤギの首に

ぶらさがっている肉質の袋は乳首のついた乳房のように見えますが、そこからミルクは出ませ

ん。同じように、物体そのものに創造力があると考えてはなりません。プラクリティ（自然）

を受胎させるプルシャの創造力を信じなくてはならないのです。主が瞑想をしながら横たわり

たいと考えたからこそ、物質のエネルギーが無数の宇宙を作りだし、その宇宙のすべてに主が

横たわり、すべての惑星やさまざまな物質要素が主の意志によって瞬時に作られました。主に
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は無限の力があり、みずから手をくだすことなく、完璧な計画によって思うままに行動するこ

とができます。主より優れ、主に等しい者はいない――それがヴェーダの見解です。 

 

第３節第３節第３節第３節 

 
YaSYaavYavSa&SQaaNaE" k-iLPaTaae l/aek-ivSTar" ) 
TaÜE  >aGavTaae  æPa& ivéuÖ& SatvMaUiJaRTaMa( )) 3 )) 

 
ヤッシャーヴァヤヴァ・サンムスタハーナイヒ 

yasyävayava-saàsthänaiù 
 

カルピトー ローカ・ヴィスタラハ 

kalpito loka-vistaraù 
 

タドゥ ヴァイ バハガヴァトー ルーパンム 

tad vai bhagavato rüpaà 
 

ヴィシュッダハンム    サットゥヴァンム ウールジタンム 

viçuddhaà sattvam ürjitam 
 

yasya—〜の人の; avayava—拡張体; saàsthänaiù—〜に位置して; kalpitaù—想像される; 

loka—居住者達の惑星; vistaraù—さまざまな; tat vai—しかしそれは〜である; bhagavataù—

人格主神の; rüpam—姿; viçuddham—純粋に; sattvam—存在; ürjitam—優れた。 
 

全宇宙の天体系はプルシャの分身の上にあるとされているが、主はその創造された物質の構

成要素とはまったくかかわりがない。主の体に終わりはなく、きわめて優れた精神的存在であ

る。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
至高絶対真理者のヴィラートゥ・ルーパ（viräö-rüpa）あるいはヴィシュヴァ・ルーパ

（viçva-rüpa）の概念は、主の超越的な姿をどうしても思いうかべることのできない初心者の

ために用意されています。そのような人にとって「姿」とは物質界の何かを指しているため、

その正反対である絶対者の概念を知るには、初期段階で主の拡張された力に心を集中させるこ

とも必要です。上記のように、主はみずからの力をマハトゥ・タットヴァという形で拡張させ、

そのなかには物質構成要素がすべて含まれています。主の力の拡張体と主自身とはある意味で

は同じですが、同時に主とマハトゥ・タットヴァと異なります。つまり、「主の力と主は同時

に同じで違う」ということです。そのため、ヴィラートゥ・ルーパは（とくに非人格論者には）
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主の永遠な姿と同じです。主の永遠な姿は、マハトゥ・タットヴァが創造されるまえから存在

していたため、この節では、主の永遠な姿は完全に精神的、あるいは物質自然界を超越してい

る、と強調されています。その超越的な姿は主の内的力によって表わされ、主の多種多様な化

身は、マハトゥ・タットヴァとはまったく関係のない超越的性質をそなえています。 

 

第４節第４節第４節第４節 
 

PaXYaNTYadae æPaMad>a]c+auza 
SahóPaadaeå>auJaaNaNaad(>auTaMa(  ) 

SahóMaUDaRé[v<aai+aNaaiSak&- 
  SahóMaaELYaMbrku-<@l/aeçSaTa( )) 4 )) 

 
パッシャンティ アドー ルーパンム アダブフラ・チャクシュシャー 

paçyanty ado rüpam adabhra-cakñuñä 
 

サハスラ・パードール・ブフジャーナナードゥブフタンム 

sahasra-pädoru-bhujänanädbhutam 
 

サハスラ・ムールダハ・シュラヴァナークシ・ナーシカンム 

sahasra-mürdha-çravaëäkñi-näsikaà 
 

サハスラ・マウリ・アンバラ・クンダロールラサトゥ 

sahasra-mauly-ambara-kuëòalollasat 
 

paçyanti—見る; adaù—プルシャの姿; rüpam—姿; adabhra—完璧な; cakñuñä—目によ

って; sahasra-päda—何千もの足; üru—腿; bhuja-änana—手と顔; adbhutam—素晴らしい; 

sahasra—何千もの; mürdha—頭; çravaëa—耳; akñi—目; näsikam—鼻; sahasra—何千も

の; mauli—花輪; ambara—衣服; kuëòala—耳飾り; ullasat—すべて輝いている。 
 

献愛者は、完璧な目をとおして、何千もの足・腿・腕・顔を持つプルシャの人知を絶した超

越的な姿を見ることができる。その姿は無数の頭・耳・目・鼻を持ち、それぞれが王冠やきら

めくイヤリングで飾られ、体にかけられた花輪がその美しさをきわだたせている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
物質的な感覚では超越的な主を知覚することはできません。しかし、献愛奉仕に使えばその

ような感覚を正すことができ、その正された感覚をとおして、主は私たちに姿を現わしてくれ

ます。『バガヴァッド・ギーター』では、超越的な主は純粋な献愛奉仕だけによって知覚する
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ことができる、と明言されています。またヴェーダ経典も、献愛奉仕だけが私たちを主のもと

に導き、主を私たちにしめすことができる、と述べています。『ブラフマ・サムヒター』では、

主は献愛奉仕に専念している献愛者の目にいつも見えている、と言われています。ですから主

の崇高な姿に関する情報は、献愛奉仕をとおして完璧な目でじっさいに主を見ている人物から

入手しなくてはなりません。この世界でも、私たちの目がいつでもなんでも見られるとはかぎ

りません。じっさいに見た人から、あるいはじっさいの体験を持つ人をとおして、物事を見る

ことがあります。一般的なことでもそう言えるのであれば、超越的な物事ならまさにその手段

が当てはまるはずです。ですから、忍耐強くありさえすれば、絶対真理者とそのさまざまな姿

に関する超越的な教えが理解できます。初心者には主の姿は見えないでしょうが、優れた奉仕

をする召使いはその超越的な姿を見ることができるのです。 

 

第５節第５節第５節第５節 
 

WTaàaNaavTaara<aa& iNaDaaNa&  bqJaMaVYaYaMa( ) 
YaSYaa&Xaa&XaeNa Sa*JYaNTae deviTaYaRx(NaradYa" )) 5 )) 

 
エータン ナーナーヴァターラーナーンム 

etan nänävatäräëäà 
 

ニダハーナンム    ビージャンム アヴャヤンム 

nidhänaà béjam avyayam 
 

ヤッシャーンシャーンシェーナ スリジャンテー 

yasyäàçäàçena såjyante 
 

デーヴァ・ティリャン・ナラーダヤハ 

deva-tiryaì-narädayaù 
 

etat—これ（姿）; nänä—多種多様な; avatäräëäm—化身の; nidhänam—源; béjam—種; 

avyayam—不滅の; yasya—人の; aàça—完全分身; aàçena—完全分身の部分; såjyante—創

造する; deva—半神達; tiryak—動物; nara-ädayaù—人類、その他。 
 

この姿（プルシャの２番目の姿）は、宇宙内に現われる多種多様な化身の源・不滅の根源で

ある。この姿の部分体から、半神・人類・その他のさまざまな生物が創造される。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

プルシャは、マハトゥ・タットヴァのなかに無数の宇宙を創造したあと、２番目のプルシャ

のガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌとなって各宇宙に入ります。宇宙に暗闇と空間だけが
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広がり、身を横たえる場所のない状態であることを見たガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌ

は、自分の体の汗である水で宇宙の半分を満たし、その水の上に体を横たえます。この水をガ

ルボーダカ（Garbhodaka）といいます。次に、主の臍から蓮華の茎が伸び、咲いた蓮華の花

の上に、宇宙の管理の筆頭者であるブラフマーが誕生します。ブラフマーが宇宙の監督者にな

り、主みずからがヴィシュヌとして宇宙を維持します。ブラフマーはプラクリティのラジョー・

グナ（rajo-guëa）、つまり激性によって創造され、ヴィシュヌは徳の主になります。ヴィシュ

ヌは物質的質を完全に超えているため、物質的な愛着を超越しています。このことはすでに説

明したとおりです。ブラフマーからは、無知あるいは暗闇の性質を管轄するルドラ（シヴァ）

が創造されます。シヴァは、主の意志に従って宇宙全体を破壊します。ゆえに、ブラフマー、

ヴィシュヌ、シヴァという３人の主宰神はガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌの化身です。

ブラフマーからは、宇宙内の生物を作りだすダクシャ、マリーチ、マヌをはじめとする多くの

半神たちが作られます。ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌは、ヴェーダ経典の『ガルバ・

ストゥティ』という聖歌で、「何千もの頭を持つ主」などの記述で讃えられています。ガルボ

ーダカシャーイー・ヴィシュヌは宇宙の主で、宇宙のなかに横たわってはいますが、つねに超

越的な境地にあります。このこともすでに説明したとおりです。ガルボーダカシャーイー・ヴ

ィシュヌの完全分身であるヴィシュヌは、宇宙内の生物の至高の魂で、宇宙の維持者すなわち

クシーローダカシャーイー・ヴィシュヌとして知られています。これが、根源のプルシャから

現われる３つの姿（ヴィシュヌ）に関する説明です。また、宇宙のすべての化身はこのクシー

ローダカシャーイー・ヴィシュヌから出現します。 

さまざまな時代にさまざまな化身が現われ、なかにはマトゥシャ（Matsya）、クマーラ

（Kürma）、ヴァラーハ（Varäha）、ラーマ（Räma）、ヌリシンハ（Nåsiàha）、ヴァー

マナ（Vämana）など、よく知られた化身が登場しますが、その数は無数です。このような化

身はリーラー（lélä）化身と呼ばれています。次に、質的化身としてブラフマー（Brahmä）、

ヴィシュヌ（Viñëu）、シヴァ（Çiva）（あるいはルドラ）が現われ、物質自然のさまざまな

資質を管理します。 

主ヴィシュヌはまさに人格主神その方です。主シヴァは、人格主神と生命体（ジーヴァ）の

中間的存在にあります。ブラフマーはいつでもジーヴァ・タットヴァ（jéva-tattva）です。も

っとも高尚な生命体、つまり主のもっとも高尚な献愛者は創造するための力を主から授かりま

すが、それがブラフマーです。主ブラフマーの力は、貴重な石や宝石に反射されている太陽の

力に似ています。ブラフマーの地位に就けるほどの生命体がいないときには、主みずからブラ

フマーとなって、その地位に就きます。 
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主シヴァはふつうの生命体ではありません。主の完全部分体ですが、物質自然と直接かかわ

っているため、主ヴィシュヌとまったく同じ超越的な立場にいるのではありません。その違い

は、牛乳と凝乳（チーズ）にたとえられます。凝乳も乳製品ですが、牛乳の代用品として使う

ことはできません。 

次の化身はマヌです。ブラフマーの１日（太陽年で 430 万年×1,000 年）に 14 人のマヌが

現われます。つまり、ブラフマーの１ヶ月に 420 人のマヌが、1 年間に 5,040 人のマヌが現

われるということです。さらに、ブラフマーは 100 年間生きますから、ブラフマーの１生涯に

5,040 人×100 年のマヌ、つまり 504,000 人のマヌが現われることになります。宇宙の数は

無数で、各宇宙にブラフマーが１人誕生し、そのすべてがプルシャの１呼吸のあいだに創造・

破壊されます。このように、プルシャの１呼吸のあいだにどれほど多くのマヌが現われるかが

容易に想像できます。 

この宇宙内で名の知れたマヌは以下のとおりです。スヴァーヤンブヴァ・マヌとしてのヤギャ

（Yajïa）、スヴァーローチシャ・マヌとしてのヴィブ（Vibhu）、ウッタマ・マヌとしてのサ

テャセーナ（Satyasena）、タマーサ・マヌとしてのハリ（Hari）、ライヴァタ・マヌとしての

ヴァイクンタ（Vaikuëöha）、チャークシュシャ・マヌとしてのアジタ（Ajita）、ヴァイヴァ

スヴァタ・マヌとしてのヴァーマナ（Vämana）（現在はヴァイヴァスヴァタ・マヌ）、サーヴ

ァルニ・マヌとしてのサールヴァバウマ（Särvabhauma）、ダクシャサーヴァルニ・マヌとし

てのリシャバ（Åñabha）、ブラフマ・サーヴァルニ・マヌとしてのヴィシュヴァクセーナ

（Viñvaksena）、ダルマ・サーヴァルニ・マヌとしてのダルマセートゥ（Dharmasetu）、ルド

ラ・サーヴァルニ・マヌとしてのスダーマー（Sudhämä）、デーヴァ・サーヴァルニ・マヌと

してのヨーゲーシュヴァラ（Yogeçvara）、インドラ・サーヴァルニ・マヌとしてのブリハドゥ

バーヌ（Båhadbhänu）。これらが、上記のように 43 億太陽年間に現われる 14 人のマヌです。 

さらに、時代ごとに現われるユガーヴァターラ（yugävatära）の化身がいます。そのユガは、

サッテャ・ユガ（Satya-yuga）、トゥレーター・ユガ（Tretä-yuga）、ドゥヴァーパラ・ユガ

（Dväpara-yuga）、カリ・ユガ（Kali-yuga）の４つに分けられます。各ユガの化身はそれぞれ

異なる肌の⾊（⽩・赤・⿊・⻩⾊）で降誕します。ドゥヴァーパラ・ユガで主クリシュナは⿊

い肌で現われ、カリ・ユガで主チャイタンニャは⻩⾦の⾊で降誕しました。 

このように、化身についてはすべて啓示経典に書かれています。詐欺師が化身のふりをして

も見破られる、ということです。化身というのであればシャーストラ（çästra）の記述と一致

するはずですから。いっぽう、ほんとうの化身は自分を主の化身であるとは公言しませんが、
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偉大な聖者たちは啓示経典にある兆候を参考にして、化身であることを確認します。化身の姿

や、その特定の使命については啓示経典に記載されています。 

直接の化身のほかに、力を授かった化身も無数に現われ、そのことも啓示経典が述べていま

す。その化身は直接・間接に力を授かっています。直接力を授かっている場合は「化身」、間

接的に力を授かった化身をヴィブーティ（vibhüti）といいます。直接力を授かった化身には、

クマーラたち（Kumära）、ナーラダ（Närada）、プリトゥ（Påthu）、シェーシャ（Çeña）、

アナンタ（Ananta）などがいます。ヴィブーティについては『バガヴァッド・ギーター』の

「ヴィブーティ・ヨーガ」の章で明記されています。そして、これらさまざまなカテゴリーの

化身すべてが、ガルボーダカシャーイー・ヴィシュヌから拡張されているのです。 

 

第６節第６節第６節第６節 
 

Sa Wv Pa[QaMa& dev" k-aEMaar& SaGaRMaaié[Ta" ) 
ccar duêr& b]øa b]øcYaRMa%i<@TaMa( )) 6 )) 

 
サ エーヴァ プラタハマンム デーヴァハ 

sa eva prathamaà devaù 
 

カウマーランム    サルガンム    アーシュリタハ 

kaumäraà sargam äçritaù 
 

チャチャーラ ドゥシュチャランム ブラフマー 

cacära duçcaraà brahmä 
 

ブラフマチャリャンム    アカハンディタンム 

brahmacaryam akhaëòitam 
 

saù—その; eva—確かに; prathamam—最初の; devaù—至高主; kaumäram—クマーラ

（未婚）という名の; sargam—創造; äçritaù—〜の下で; cacära—実行した; duçcaram—実行

するのが困難な; brahmä—ブラーフマナとして行動して; brahmacaryam—絶対者（ブラフマ

ン）を悟るための戒律に従って; akhaëòitam—壊れることのない。 
 
 まず、創造の初期にブラフマーの未婚の息子たち（クマーラたち）がいた。かれらは独身の

誓いをたて、絶対真理者を悟るために厳しい苦行を修練した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

物質創造界は、発生し、維持され、そして一定期間後、ふたたび破壊されます。そのため各

宇宙は、物質界の生物の父ブラフマーのタイプに応じてさまざまな名称で呼ばれます。この節
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で言及されているクマーラたちは、物質界のカウマーラ創造期に現われ、ブラフマンの悟りを

広めるために未婚男性が修練する厳しい戒律に従いました。このクマーラたちは力を授けられ

た化身です。かれらはこの戒律を実践するまえに、正しい資質をそなえたブラーフマナになっ

ています。つまり、ブラフマンを悟るに必要な資格はブラーフマナの家庭に誕生することでは

なく、ブラーフマナとしての正しい資質を身につけるということです。その資質があってこそ、

ブラフマンを悟る方法を実践することができます。 

 

第７節第７節第７節第７節 

 

iÜTaqYa& Tau >avaYaaSYa rSaaTal/GaTaa& MahqMa( ) 
oÖirZYaàuPaadta  YajeXa"  SaaEk-r& vPau" )) 7 )) 

 
ドゥヴィティーヤンム トゥ バハヴァーヤーッシャ 

dvitéyaà tu bhaväyäsya 
 

ラサータラ・ガターンム    マヒーンム 

rasätala-gatäà mahém 
 

ウッダハリッシャンー    ウパーダッタ 

uddhariñyann upädatta 
 

ヤギェーシャハ サウカランム    ヴァプフ 

yajïeçaù saukaraà vapuù 
 

dvitéyam—２番目; tu—しかし; bhaväya—繁栄のために; asya—この地球の; rasätala—

最下等の領域の; gatäm—行った; mahém—地球; uddhariñyan—持ちあげて; upädatta—確

立した; yajïeçaù—至高の享楽者の所有物; saukaram—豚のような; vapuù—化身。 
 

すべての儀式の結果を楽しむ最高の人物は、猪の化身（２番目の化身）の姿となって、地球

を繁栄させるために宇宙の⻩泉（よみ）の世界からすくいあげた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
この節は、人格主神の各化身がおこなう特定の使命について記述しています。使命を持たな

い化身は存在せず、その使命はつねに俗世界を超越しています。どのような生き物にも実行で

きない言葉かりです。この猪の化身の使命は、地球を⻩泉の世界という不潔な領域から地球を

すくいあげることにありました。猪はよく汚いところから物を取りだしますが、あらゆる力を

持つ人格主神は、地球をそのような不潔な領域に隠したアスラたちに対抗してこの驚嘆すべき
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神業を見せました。人格主神に不可能なことはなく、たとえ主が猪の姿になっても献愛者にと

ってはつねに崇高な行動であり、崇拝の対象であることに変わりありません。 

 

第８節第８節第８節第８節 

 

Ta*TaqYaMa*izSaGa|  vE  devizRTvMauPaeTYa Sa" ) 
TaN}a& SaaTvTaMaací NaEZk-MYa| k-MaR<aa& YaTa" )) 8 )) 

 
トゥリティーヤンム リシ・サルガンム ヴァイ 

tåtéyam åñi-sargaà vai 
 

デーヴァルシトゥヴァンム ウペーテャ サハ 

devarñitvam upetya saù 
 

タントゥランム サートゥヴァタンム アーチャシュタ 

tantraà sätvatam äcañöa 
 

ナイシュカルミャンム    カルマナーンム    ヤタハ 

naiñkarmyaà karmaëäà yataù 
 

tåtéyam—３番目; åñi-sargam—リシ達の時代; vai—確かに; devarñitvam—半神達の中の

聖者 である リシの 化身 ; upetya— 受け いれて ; saù—彼 ; tantram— ヴ ェーダの解説 ; 

sätvatam—とくに献愛奉仕のためにあるもの; äcañöa—集めた; naiñkarmyam—結果が生じ

ない; karmaëäm—活動の; yataù—それから。 
 

人格主神は「リシたちの時代」に、半神たちのあいだで聖者として知られるデーヴァリシ・

ナーラダという姿で、力を授かった３番目の化身として現われた。ナーラダは献愛奉仕につい

て説き、また結果が生じない活動を勧めているヴェーダの解説を集大成した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
偉大なリシ（聖者）であるナーラダは人格主神に力を授けられた化身で、全宇宙に献愛奉仕

の教えを広めました。全宇宙のさまざまな惑星や生物のあいだで知られた主の偉大な献愛者た

ちは、すべてナーラダの弟子です。シュリーラ・ヴャーサデーヴァは『シュリーマド・バーガ

ヴァタム』の編纂者であり、またナーラダの弟子です。またナーラダは、主への献愛奉仕につ

いて特筆しているヴェーダの解説書『ナーラダ・パンチャラートラ』の筆者でもあります。『ナ

ーラダ・パンチャラートラ』は、結果に囚われている人々（カルミー）が活動に縛られないよ

う導いています。条件づけられた魂は、汗水流して働いて人生を楽しみたいと思っているため、
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結果を求めて働くことに惹かれています。物質宇宙はそのような生き方をする生命体であふれ

ています。結果に囚われた活動（果報的活動）には、経済を発展させようとするあらゆる計画

が含まれています。けれども自然の法則が作用するために、どのような活動にも結果が生じ、

行為者は良い悪い両方の反動に縛られます。良い活動の反動は物質的な繁栄として現われ、悪

い活動の反動は物質的な苦しみという形で現われます。しかしいずれにしても、物中心の生活

は、いわゆる幸福であっても苦しみであっても、結局は苦しみを味わうためにだけにあります。

愚かな物質主義者は、制約のない世界で味わえる永遠の幸福についてなにも知りません。シュ

リー・ナーラダはこのような愚かな果報的活動者に真の幸福を悟る方法を教え、そして現世の

行動をとおして精神的な解放の道に向かえるよう世界中の病める人々を導いています。医師は、

乳製品を食べ過ぎて消化不良に苦しむ患者に「凝乳」という別の乳製品を勧めます。病気の原

因と治療法は同じかもしれませんが、その処方箋はナーラダのような卓越した知識を持つ医師

から受けなくてはなりません。『バガヴァッド・ギーター』も、「自分の労働の結果をとおし

て主に仕える」という同じ解決法を説いています。その方法が私たちを、naiñkarmya（ナイシ

ュカルミャ）、すなわち解放の道へと導いてくれるのです。 

 

第９節第９節第９節第９節 

 

TauYaeR  DaMaRk-l/aSaGaeR  NarNaaraYa<aav*zq ) 
>aUTvaTMaaePaXaMaaePaeTaMak-raed( duêr& TaPa" )) 9 )) 

 
トゥリェー ダハルマ・カラー・サルゲー 

turye dharma-kalä-sarge 
 

ナラ・ナーラーヤナーヴ リシー 

nara-näräyaëäv åñé 
 

ブフートゥヴァートゥモーパシャモーテータンム 

bhütvätmopaçamopetam 
 

アカロードゥ ドゥシュチャランム タパハ 

akarod duçcaraà tapaù 
 

turye— ４ 番 目 に ; dharma-kalä— ダ ル マ ラ ー ジ ャ の 妻 ; sarge— 〜 か ら 生 ま れ て ; 

nara-näräyaëau—ナラとナーラーヤナ・リシという名前の; åñé—聖者達; bhütvä—〜になる

こと; ätma-upaçama—感覚を抑制する; upetam—〜を達成するための; akarot—引き受け

た; duçcaram—ひじょうに厳しい; tapaù—苦行。 
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主は４番目の化身として、ダルマ王の妻の双子の子、ナラとナーラーヤナとなった。そして、

感覚を抑制するために厳しくかつ模範的な苦行をおこなった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

リシャバ王が息子たちに諭したように、超越性を悟るためにみずから苦行を修練するタパッ

シャ（tapasya）は、人間に与えられた唯一の義務です。主は私たちに苦行について教えるため

に、みずから模範をしめしました。主は、すべてを忘れさった魂に優しいのです。だからこそ

みずから現われて、必要な教えをしめし、優れた子どもたちを代表者として遣わし、条件づけ

られた魂をすべて神のもとに呼びもどそうとします。人々の記憶に新しい主チャイタンニャも

同じ目的で降誕しました。この鉄の時代に生きる堕落した魂たちに特別な恩寵をしめすためで

した 。ナー ラーヤ ナの化 身は、 ヒマラ ヤ山脈の一帯 にある バダリ ー・ ナーラ ーヤナ

（Badaré-näräyaëa）でいまでも崇拝されています。 

 

第１０節第１０節第１０節第１０節 

 

PaÄMa" k-iPal/ae NaaMa iSaÖeXa" k-al/ivPlu/TaMa( ) 
Pa[aevacaSaurYae   Saa&:Ya&   TatvGa]aMaiviNa<aRYaMa( )) 10 )) 

 
パンチャマハ カピロー ナーマ 

païcamaù kapilo näma 
 

シッデヘーシャハ カーラ・ヴィプルタンム 

siddheçaù käla-viplutam 
 

プローヴァーチャースライェー サーンキャンム 

proväcäsuraye säìkhyaà 
 

タットゥヴァ・グラーマ・ヴィニルナヤンム 

tattva-gräma-vinirëayam 
 

païcamaù—５番目; kapilaù—カピラ; näma—という名前の; siddheçaù—完璧な人物の

中の筆頭者; käla—時; viplutam—失われて; proväca—言われた; äsuraye—アースリという

名前のブラーフマナに ; säìkhyam—形而上学 ; tattva-gräma—創造された要素の総計 ; 

vinirëayam—解説。 
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５番目の化身の主カピラは、完璧な生命体のなかでもっとも優れた人物である。主は、創造

された物質構成要素と形而上学についてアースリ・ブラーフマナ（Äsuri Brähmaëa）に解説

した。その知識が時の流れとともに失われていたからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

創造された要素は 24 種類あります。そのすべての要素がサーンキャ哲学論で明確に説明さ

れています。サーンキャ哲学は、ヨーロッパの学者には一般的に形而上学と呼ばれています。

サーンキャ（säìkhya）の語源には「物質要素の分析によってきわめて明快に説明されるもの」

という意味が含まれています。その説明が５番目の化身である主カピラによって最初に為され

たことが、この節で述べられています。 

 

第１１節第１１節第１１節第１１節 
 

zïMa(  A}aerPaTYaTv&  v*Ta" Pa[aáae_NaSaUYaYaa  ) 
AaNvqi+ak-IMal/k-aRYa Pa[úadaid>Ya OicvaNa( )) 11 )) 

 
シャシュタハンム アトゥレール アパテャトゥヴァンム 

ñañöham atrer apatyatvaà 
 

ヴリタハ プラープトー ナスーヤヤー 

våtaù präpto 'nasüyayä 
 

アーンヴィークシキーンム アラルカーヤ 

änvékñikém alarkäya 
 

プラフラーダーディビャ    ウーチヴァーン 

prahlädädibhya ücivän 
 

ñañöham—６番目 ; atreù—アトゥリの ; apatyatvam—子ども ; våtaù—祈りを受けて ; 

präptaù— 得 た ; anasüyayä— ア ナ ス ー ヤ ー に よ っ て ; änvékñikém— 超 越 性 に 関 し て ; 

alarkäya—アラルカに; prahläda-ädibhyaù—プラフラーダやその他に; ücivän—語った。 
 

プルシャの６番目の化身はアトゥリ聖者の子息である。主は、化身を授かりたいと望んだア

ナスーヤーの体から誕生した。そしてアラルカ、プラフラーダ、他の人物たち（ヤドゥ、ハイ

ハヤなど）に超越性について語った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

主は、リシ・アトゥリとアナスーヤーの子であるダッタートゥレーヤ（Dattätreya）という

化身として誕生しました。ダッタートゥレーヤの主の化身としての誕生の歴史は『ブラフマー
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ンダ・プラーナ』のなかで、献身的な妻に関連して述べられています。その箇所では、リシ・

アトゥリの妻アナスーヤーは主ブラフマー、ヴィシュヌ、シヴァのまえで次のように祈ってい

ます。「主よ。私の苦行に満足していただけたのであれば、そして私が祝福を授かることを許

していただけるのであれば、皆様が一つになった子をお授けください」。この祈りが３人の主

に受けいれられ、主はダッタートゥレーヤとなって降誕し、精神魂に関する哲学をとくにアラ

ルカ、プラフラーダ、ヤドゥ、ハイハヤ、その他の人物に説きました。 

 

第１２節第１２節第１２節第１２節 

 

TaTa" SaáMa AakU-TYaa& åceYaRjae_>YaJaaYaTa ) 
Sa  YaaMaaÛE"  SaurGa<aErPaaTSvaYaM>auvaNTarMa( )) 12 )) 

 
タタハ サプタマ アークーテャーンム 

tataù saptama äkütyäà 
 

ルチェール ヤギョー ビャジャーヤタ 

rucer yajïo 'bhyajäyata 
 

サ ヤーマーデャイヒ スラ・ガナイル 

sa yämädyaiù sura-gaëair 
 

アパートゥ スヴァーヤンブフヴァーンタランム 

apät sväyambhuväntaram 
 

tataù—そのあと; saptame—７番目; äkütyäm—アークーティの胎内に; ruceù—プラジャ

ーパティ・ルチによって; yajïaù—ヤギャとしての主の化身; abhyajäyata—出現した; saù—

彼 ; yäma-ädyaiù— ヤ ー マ と 他 の 人 々 ; sura-gaëaiù— 半 神 達 と ; apät— 支 配 し た ; 

sväyambhuva-antaram—スヴァーヤンブヴァ・マヌの時代の変換期。 
 

７番目の化身はプラジャーパティ・ルチとその妻アークーティの子、ヤギャである。ヤギャ

は、子息で半神でもあるヤマ（Yama）たちの支援を受けながらスヴァーヤンブヴァ・マヌの

統治時代を支配した。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
物質界の秩序を維持する半神たちが占める地位は、高尚かつ敬虔な生命体に与えられます。

そのような敬虔な生命体がいない場合、主みずからブラフマー、プラジャーパティ、インドラ

などとなって降誕し、その役目を担います。スヴァーヤンブヴァ・マヌの時代（現在はヴァイ
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ヴァスヴァタ・マヌの時代）には、インドラローカ（天上）惑星の王であるインドラの地位に

就くにふさわしい生命体が見つかりませんでした。そのとき主はみずからインドラになってい

ます。主ヤギャは、ヤマや他の半神たちといった自分の子どもたちの支援を受けながら宇宙を

支配しました。 

 

第１３節第１３節第１３節第１３節 

 

AíMae  MaeådeVYaa&  Tau  Naa>aeJaaRTa oå§-Ma"  ) 
dXaRYaNa( vTMaR Daqra<aa& SavaRé[MaNaMaSk*-TaMa( )) 13 )) 

 
アシュタメー メールデーヴャーンム トゥ 

añöame merudevyäà tu 
 

ナーベヘール ジャータ ウルクラマハ 

näbher jäta urukramaù 
 

ダルシャヤン    ヴァルトゥマ デヒィーラーナーンム 

darçayan vartma dhéräëäà 
 

サルヴァーシュラマ・ナマスクリタンム 

sarväçrama-namaskåtam 
 

añöame—化身の８番目 ; merudevyäm tu—〜の妻であるメールデーヴィーの胎内に ; 

näbheù—ナービ王; jätaù—誕生した; urukramaù—あらゆる力を持つ主; darçayan—しめす

ことで; vartma—道; dhéräëäm—完璧な生命体達の; sarva—すべて; äçrama—生活の段階; 

namaskåtam—〜に讃えられて。 
 

８番目の化身はリシャバ王、すなわちナービ王とメールデーヴィー王妃の子息である。主は

この化身となって完璧な道をしめした。それは、感覚を完全に抑制し、すべての階級の人々よ

って讃えられる人物たちが従う道である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
人間社会は生活の階級と状態に応じて８つの段階、すなわち４つの職務区分、４つの文化的

発達区分に分けられます。識者階級・管理者階級・生産者階級・労働者階級が職務上の分類で

す。学習者生活・世帯者生活・引退者生活・放棄者生活が、精神的悟りを目指す４つの文化的

発達の段階です。なかでも、放棄者（サンニャーシー・sannyäsa）階級の生活は他の段階の頂

点とされ、制度上他のすべての階級と段階の精神の師にあたります。サンニャーシー階級にも、
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完成境地に高められる４つの段階があり、それぞれクティーチャカ（kuöécaka）、バフーダカ

（bahüdaka）、パリヴラージャカーチャーリャ（ parivräjakäcärya）、パラマハンサ

（paramahaàsa）と呼ばれています。パラマハンサが最高位にあり、すべての人々から尊ばれ

ています。ナービ王とメールデーヴィー王妃の子のマハーラージャ・リシャバは主の化身であ

り、我が子たちにタパッシャ（tapasya）を修練して完璧な道を歩くよう教えました。タパッシ

ャが私たちの存在そのものを清め、永遠で果てしなく広がっていく精神的幸福の境地に導いて

くれるからです。だれもが幸せになろうとしていますが、永遠で無限な幸福がどこで手に入る

のかだれも知りません。愚かな人々は物質的な感覚の喜びを本当の幸福として求めますが、感

覚の喜びは犬や豚でも味わえる幸福感であることを忘れています。動物、鳥、獣なども同じ感

覚的な喜びを味わっているのです。人間生活を含め、どのような生物の生活でもそのような幸

福は味わえます。しかし人間生活は、そのような安っぽい幸福を味わうために用意されている

のではありません。精神的悟りを得て、永遠不滅の幸福を味わうためにあります。この精神的

悟りは、タパッシャ、すなわちみずからすすんで苦行の道を選び、物質的快楽を捨てることで

得られます。物質的な喜びを抑制する訓練を受けた人物をディーラ（dhéra）「感覚に乱されな

い人物」といいます。ディーラだけがサンニャーシー階級を受けいれることができ、社会のす

べての人々から崇敬されるパラマハンサの境地に徐々に高められていきます。リシャバ王はこ

の使命をまっとうし、肉体に必要な物事すべてを人生最後の段階で超越しました。これは愚か

者が真似る境地ではなく、万⺠の崇敬を受ける稀有な境地です。 

 

第１４節第１４節第１４節第１４節 

 

‰izi>aYaaRicTaae >aeJae NavMa& PaaiQaRv& vPau" ) 
duGDaeMaaMaaezDaqivRPa[aSTaeNaaYa&  Sa oXataMa" )) 14 )) 

 
リシビヒル ヤーチトー ベヘージェー 

åñibhir yäcito bheje 
 

ナヴァマンム パールテヒィヴァンム ヴァプフ 

navamaà pärthivaà vapuù 
 

ドゥグデヘーマーンム    オ−シャデヒィール ヴィプラース 

dugdhemäm oñadhér vipräs 
 

テーナーヤンム    サ ウシャッタマハ 

tenäyaà sa uçattamaù 
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åñibhiù—聖者達によって; yäcitaù—〜の祈りを受けて; bheje—受けいれた; navamam—

９番目の化身; pärthivam—地球の支配者; vapuù—体; dugdha—乳を搾る; imäm—これらす

べて; oñadhéù—土地の産物; vipräù—ブラーフマナ達よ; tena—〜によって; ayam—この; 

saù—かれは; uçattamaù—美しく魅力的な。 
 

ブラーフマナたちよ。主は９番目の化身で、聖者たちの祈りに応えて王 [プリトゥ・Påthu]

の体を受けいれた。プリトゥ王はさまざまな産物を収穫するために土地を耕し、その甲斐あっ

て地球は美しく魅力的な星になった。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
マハーラージャ・プリトゥが降誕するまえ、先代の王で邪悪な心を持つ父親の悪政のため国

内は混乱状態にありました。識者たち（聖者やブラーフマナ）は、主の降誕を祈ると同時に、

先代の王を王座から放逐しました。篤い信仰心を持ち、市⺠がすべての⾯で幸せに暮らせるよ

うに治めるのが王の務めです。王がその義務を履行しなければ、識者階級はその王位を剥奪し

なくてはなりません。しかし識者は王座には座りません。大衆を幸せにする重要な義務を帯び

ているからです。識者たちは王座に就かずに主の化身の降誕を祈り、その結果、主はマハーラ

ージャ・プリトゥとして降誕したのでした。真に知的な人物、すなわちブラーフマナは政治的

地位に対する野心はありません。マハーラージャ・プリトゥが地球から多くの産物を収穫し、

また市⺠はそのような優れた王に恵まれて幸せに暮らせるようになったばかりではなく、地球

全体も美しく魅力的な星になったのでした。 

 

第１５節第１５節第１５節第１５節 

 

æPa& Sa JaGa*he MaaTSYa& ca+auzaediDaSaMâve ) 
NaaVYaaraePYa  MahqMaYYaaMaPaaÜEvSvTa& MaNauMa( )) 15 )) 

 
ルーパンム サ ジャグリヘー マートゥッシャンム 

rüpaà sa jagåhe mätsyaà 
 

チャークシュショーダデヒィ・サンプラヴェー 

cäkñuñodadhi-samplave 
 

ナーヴィ アーローピャ マヒー・マイヤーンム 

nävy äropya mahé-mayyäm 
 

アパードゥ ヴァイヴァスヴァタンム マヌンム 

apäd vaivasvataà manum 
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rüpam—姿; saù—主; jagåhe—受けいれた; mätsyam—魚の; cäkñuña—チャークシュシャ

（Cäkñuña）; udadhi—水; samplave—洪水; nävi—船上に; äropya—続けて; mahé—地球; 

mayyäm—〜の中に沈んだ; apät—守った; vaivasvatam—ヴァイヴァスヴァタ; manum—人

類の父、マヌ。 
 

チャークシュシャ・マヌの時代の後に全宇宙に洪水が起こり、世界が水中深く没したとき、

主は魚の姿となって、ヴァイヴァスヴァタ・マヌを船に乗せて守った。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
『シュリーマド・バーガヴァタム』を最初に解説したシュリーパーダ・シュリーダラ・スヴ

ァーミーの意見によると、各マヌが交替した後にかならず洪水が起こるとはかぎりません。チ

ャークシュシャ・マヌの時代のあとに起こったこの洪水は、サテャヴラタを驚嘆させるために

起こりました。しかしシュリー・ジーヴァ・ゴースヴァーミーは『ヴィシュヌ・ダルモーッタ

ラ』、『マールカンデーヤ・プラーナ』、『ハリヴァンシャ』など由緒ある経典から確かな証

拠として、各マヌが死去した後には必ず洪水が発生すると述べています。シュリーラ・ヴィシ

ュヴァナータ・チャクラヴァルティーもシュリー・ジーヴァ・ゴースヴァーミーの見解を支持

し、マヌが死去した後に発生する洪水について『バーガヴァタームリタ』から証拠を挙げてい

ます。このような理由以外にも、主は献愛者であるサテャヴラタに特別の恩寵を授けるために、

この特定の時期に化身となって現わしたという事実があります。 

 

第１６節第１６節第１６節第１６節 

 

SauraSaura<aaMaudiDa& MaQNaTaa& MaNdracl/Ma( ) 
dDa]e  k-Ma#=æPae<a Pa*ï Wk-adXae iv>au" )) 16 )) 

 
スラースラーナーンム ウダデヒィンム 

suräsuräëäm udadhià 
 

マトゥナターンム マンダラーチャランム 

mathnatäà mandaräcalam 
 

ダドゥレー カマタハ・ルーペーナ 

dadhre kamaöha-rüpeëa 
 

プリシュタハ エーカーダシェー ヴィブフフ 

påñöha ekädaçe vibhuù 
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sura—有神論者達; asuräëäm—無神論者達の; udadhim—海で; mathnatäm—撹拌（かくは

ん）; mandaräcalam—マンダラーチャラの丘; dadhre—支えた; kamaöha—⻲; rüpeëa—〜の

姿で; påñöhe—甲羅; ekädaçe—11 番目に; vibhuù—偉大な者。 
 

主の 11 番目の化身は⻲の姿である。その甲羅はマンダラーチャラ（Mandaräcala）の丘を

旋回させる軸となり、その丘は、宇宙の有神論者たちと無神論者たちによって撹拌棒として使

われた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
昔、有神論者たちと無神論者たちが、不死身の甘露を海から作りだす計画をたてました。そ

の甘露を飲んで不死身の体になろうとしたのです。そのとき、マンダラーチャラの丘が撹拌用

の棒になり、⻲として現われた主の甲羅は、海上で丘を支える場所（旋回軸）になりました。 

 

第１７節第１７節第１７節第１７節 

 

DaaNvNTar&  ÜadXaMa&  }aYaaedXaMaMaev  c ) 
APaaYaYaTSauraNaNYaaNMaaeihNYaa MaaehYaNa( iñYaa )) 17 )) 

 
ダハーンヴァンタランム ドゥヴァーダシャマンム 

dhänvantaraà dvädaçamaà 
 

トゥラヨーダシャマンム    エーヴァ チャ 

trayodaçamam eva ca 
 

アパーヤヤトゥ スラーン アニャーン 

apäyayat surän anyän 
 

モーヒニャー    モーハヤン    ストゥリヤー 

mohinyä mohayan striyä 
 

dhänvantaram—ダンヴァンタリ（Dhanvantari）という名の主の化身; dvädaçamam—12

番目; trayodaçamam—13 番目; eva—確かに; ca—そして; apäyayat—飲ませるために与え

た; surän—半神達; anyän—その他; mohinyä—妖艶な美しさで; mohayan—惑わせる; 

striyä—女性の姿で。 
 

主は 12 番目の化身でダンヴァンタリとして降誕し、13 番目の化身では女性となって、その

妖艶な姿で無神論者たちの心を虜にし、甘露を半神たちに飲ませた。 
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第１８節第１８節第１８節第１８節 

 

cTaudRXa& NaariSa&h& ib>a]ÕETYaeNd]MaUiJaRTaMa( ) 
ddar  k-rJaEæraverk-a&  k-$=k*-ÛQaa )) 18 )) 

 
チャトゥルダシャンム ナーラシンムハンム 

caturdaçaà närasiàhaà 
 

ビブフラドゥ    ダイテェーンドゥランム ウールジタンム 

bibhrad daityendram ürjitam 
 

ダダーラ    カラジャイル    ウーラーヴ 

dadära karajair üräv 
 

エーラカーンム カタ・クリドゥ ヤタハー 

erakäà kaöa-kåd yathä 
 

caturdaçam—14 番目; nära-siàham—主の半人間、半ライオンの化身; bibhrat—降誕し

た ; daitya-indram—無神論者達の王; ürjitam—強靭に作られた; dadära—引き裂いた; 

karajaiù—爪で; ürau—膝の上で; erakäm—茎; kaöa-kåt—大工; yathä—まさにそのように。 
 

主は 14 番目の化身でヌリシンハとして現われ、無神論者のヒラニャカシプ（Hiraëyakaçipu）

の強靭な体を、あたかも大工が棒を割るように、爪で引き裂いた。 

 

第１９節第１９節第１９節第１９節 

 

PaÄdXa&  vaMaNak&- k*-TvaGaadßr& ble/" ) 
Pad}aYa& YaacMaaNa" Pa[TYaaidTSauiñiPaíPaMa( )) 19 )) 

 
パンチャダシャンム ヴァーマナカンム 

païcadaçaà vämanakaà 
 

クリトゥヴァーガードゥ アドフゥヴァランム バレーヘ 

kåtvägäd adhvaraà baleù 
 

パダ・トゥラヤンム    ヤーチャマーナハ 

pada-trayaà yäcamänaù 
 

プラテャーディトゥスス トゥリ・ピシュタパンム 

pratyäditsus tri-piñöapam 
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païcadaçam—15 番目; vämanakam—小びとのブラーフマナ; kåtvä—〜の姿をして; 

agät— 行 っ た ; adhvaram— 儀 式 の 場 ; baleù— バ リ 王 の ; pada-trayam— ３ 歩 だ け ; 

yäcamänaù—乞うこと; pratyäditsuù—取りもどすことを考えている; tri-piñöapam—三天体

系の王国。 
 

15 番目の化身で、主は小びとのブラーフマナ・ヴァーマナの姿として現われ、マハーラージ

ャ・バリが執行していた儀式の場所を訪ねた。主の真意は三天体系すべてを奪いかえすことに

あったが、３歩だけ施してくれるよう乞うた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

全能の神は、だれにでも、最初はひじょうに狭い土地から、そして宇宙の王国をさえ授ける

ことができますが、同じように、ちょっとした土地を乞い願いつつ全宇宙を奪いさることもで

きます。 

 

第２０節第２０節第２０節第２０節 

 

AvTaare  zae@XaMae  PaXYaNa( b]ød]uhae  Na*PaaNa( ) 
i}a"Saák*-Tv" ku-iPaTaae iNa"+a}aaMak-raeNMahqMa( )) 20 )) 

 
アヴァターレー ショーダシャメー 

avatäre ñoòaçame 
 

パッシャン ブラフマ・ドゥルホー ヌリパーン 

paçyan brahma-druho nåpän 
 

トゥリヒ・サプタ・クリトゥヴァハ クピトー 

triù-sapta-kåtvaù kupito 
 

ニヒ ・クシャトゥラーンム アカローン マヒーンム 

niù-kñaträm akaron mahém 
 

avatäre—主の化身で; ñoòaçame—16 番目; paçyan—見ること; brahma-druhaù—ブラー

フ マ ナ の 命 令に 背 く こと ; nåpän— 王 階 級 ; triù-sapta— ７ 回 を ３ 度 ; kåtvaù— し た ; 

kupitaù—〜をして; niù—否定; kñaträm—行政者階級; akarot—実行した; mahém—地球。 
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主神の 16 番目の化身は主ブリグパティ（Bhågupati）で、行政者階級（クシャトリヤ）がブ

ラーフマナ（識者階級）に背いたことに激怒し、クシャトリヤ階級を 21 回にわたって絶滅させ

た。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

行政者階級のクシャトリヤは、規範となるシャーストラ（啓示経典）にもとづいて支配者を

導く識者に従い、そして国を支配する立場にあります。支配者は識者の指示に従って国を治め

るのです。クシャトリヤが学識者や知的なブラーフマナの命令に背くときには、その行政者た

ちは地位を剥奪され、より優れた行政にむけた対応策がとられます。 

 

第２１節第２１節第２１節第２１節 
 

TaTa"  SaádXae JaaTa" SaTYavTYaa& ParaXaraTa(   ) 
c§e- vedTarae" Xaa%a d*îa Pau&Saae_LPaMaeDaSa" )) 21 )) 

 
タタハ サプタダシェー ジャータハ 

tataù saptadaçe jätaù 
 

サテャヴァテャーンム    パラーシャラートゥ 

satyavatyäà paräçarät 
 

チャクレー ヴェーダ・タローホ シャーカハー 

cakre veda-taroù çäkhä 
 

ドゥリシュトゥヴァー プンムソー ルパ・メーダハサハ 

dåñövä puàso 'lpa-medhasaù 
 

tataù—そのあと; saptadaçe—17 番目の化身で; jätaù—降誕した; satyavatyäm—サテャヴ

ァティーの胎内に; paräçarät—パラーシャラ・ムニによって; cakre—準備した; veda-taroù—

ヴェーダという望みの木の ; çäkhäù— 枝 ; dåñövä— 見 ることで ; puàsaù— 一般大衆 ; 

alpa-medhasaù—知性に欠ける。 
 

そのあと、主神の 17 番目の化身であるシュリー・ヴャーサデーヴァが、パラーシャラ・ム

ニを父としてサテャヴァティーの胎内から現われ、本来１つであるヴェーダをいくつかの分野

に分け、さらに詳細に分類した。一般大衆が知性に欠けることを見てとったからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

本来、ヴェーダは１つです。しかし、シュリーラ・ヴャーサデーヴァが根源のヴェーダをサ

ーマ（Säma）、ヤジュル（Yajur）、リグ（Åg）、アタルヴァ（Atharva）という４分野にわ
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け、さらにプラーナや『マハーバーラタ』のようなさまざまな部門で説明しました。ヴェーダ

の言語や主題は一般人にはきわめて難しいとされています。高い知性をそなえ、なおかつ自己

を悟ったブラーフマナが理解するものです。しかしいまのカリ時代は無知な人々であふれてい

ます。ブラーフマナを父として生まれた人々でさえ、資質はシュードラや女性よりも劣ってい

ます。再誕した者、つまりブラーフマナ、クシャトリヤ、ヴァイシャは、サムスカーラ（saàskära）

という浄化の儀式を受けることになっていますが、現代の悪影響のために、ブラーフマナと呼

ばれる人たちや高貴とされる家系でさえ、気高い教養を失っています。そのような人々はドゥ

ヴィジャ・バンドゥ（dvija-bandhu）「再誕者の友人や家族」と呼ばれています。しかしじつ

は、このドゥヴィジャ・バンドゥはシュードラや女性と同じ段階に分類されています。シュリ

ーラ・ヴャーサデーヴァはヴェーダをさまざまな分野や部門に分けましたが、それはドゥヴィ

ジャ・バンドゥ、シュードラ、女性たちのような知性の劣る人々のための配慮でした。 

 

第２２節第２２節第２２節第２２節 

 

NardevTvMaaPaà"    Saurk-aYaRick-IzRYaa ) 
SaMaud]iNaGa]hadqiNa c§e- vqYaaR<YaTa" ParMa( )) 22 )) 

 
ナラ・デーヴァトゥヴァンム アーパンナハ 

nara-devatvam äpannaù 
 

スラ・カーリャ・チキールシャヤー 

sura-kärya-cikérñayä 
 

サムドゥラ・ニグラハーディーニ 

samudra-nigrahädéni 
 

チャクレー ヴィーリャーニ アタハ パランム 

cakre véryäëy ataù param 
 

nara—人類; devatvam—神性; äpannaù—〜の姿となって; sura—半神達; kärya—活動; 

cikérñayä—実行する目的で; samudra—インド洋; nigraha-ädéni—支配する、など; cakre—

行なった; véryäëi—超人間的な力; ataù param—そのあと。 
 

18 番目の化身で、主はラーマ王として降誕した。半神たちを喜ばせるために、インド洋を操

ったり、対岸に住んでいた無神論者ラーヴァナ王を殺害したりすることで、超人間的な活躍を

世にしめした。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

人格主神シュリー・ラーマは人間の姿をまとい、半神たちを喜ばせるために、あるいは宇宙

の秩序を維持する行政管理者として活躍するために降誕しました。ラーヴァナやヒラニャカシ

プなど多くの悪魔や無神論者たちは、主が定めた秩序に対抗する邪心ゆえに物質的科学や同類

の活動の力で物質文化を高め、ひじょうに有名になることがあります。たとえば、機械を使っ

て他の惑星に行こうとする試みは、確立された秩序に対する挑戦です。各惑星の環境はすべて

異なり、主の法典が述べている特定の目的にもとづいてさまざまな種類の人類が収容されてい

ます。しかし、わずかな物質的発達を遂げたことで横柄になった不敬な物質主義者が神に挑戦

することがあります。ラーヴァナがその一人で、必要な資格を無視した方法で一般人をインド

ラの惑星（天国）に送りたいと考えていました。天国に届く梯子を築けば、その惑星に入るた

めに必要な敬虔な暮らしをしなくてもいい、というのがその理由です。また、主が定めた原則

に反することも目論んでいました。シュリー・ラーマという人格主神の権威に挑み、主の伴侶

シーターを誘拐さえしたのです。もちろん主ラーマは、半神たちの祈りに応え、この無神論者

を罰する行動に出ました。主はラーヴァナの挑戦を受けてたち、その冒険の一部始終が『ラー

マーヤナ』に記録されています。主ラーマチャンドラは人格主神であり、物質的に優れたラー

ヴァナという人間にでさえ不可能な超人的な行動を見せることができました。主はインド洋上

に道を作りましたが、それは水に浮かぶ石の橋です。現代科学者は無重力について研究はして

いるものの、無重力を作りだすことはできません。しかし、無重力現象そのものが主の創造物

であり、主はその力で巨大な惑星を宇宙空間に浮かばせているのですから、地球上でも石の重

さをなくし、橋脚を使わずに海上に石の橋を築きました。それが神の力の表われなのです。 

 

第２３節第２３節第２３節第２３節 

 

Wk-aeNaiv&Xae iv&XaiTaMae v*iZ<azu Pa[aPYa JaNMaNaq ) 
raMak*-Z<aaiviTa    >auvae    >aGavaNahrÙrMa( )) 23 )) 

 
エーコーナヴィンムシェー ヴィンムシャティメー 

ekonaviàçe viàçatime 
 

ヴリシュニシュ プラーピャ ジャンマニー 

våñëiñu präpya janmané 
 

ラーマ・クリシュナーヴ イティ ブフヴォー 

räma-kåñëäv iti bhuvo 
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バハガヴァーン    アハラドゥ    バハランム 

bhagavän aharad bharam 
 

ekonaviàçe—19 番目に; viàçatime—そして 20 番目に; våñëiñu—ヴリシュニ王家に; 

präpya—達成して; janmané—誕生; räma—バララーマ（Balaräma）; kåñëau—シュリー・ク

リシュナ（Çré Kåñëa）; iti—そうして; bhuvaù—世界の; bhagavän—人格主神; aharat—取り

のぞいた; bharam—重荷。 
 

19 番目と 20 番目の化身で、主は、ヴリシュニの家系（ヤドゥ王家）に主バララーマと主ク

リシュナとして降誕し、世界の重荷を取りのぞいた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
この節で特筆されているバガヴァーン（bhagavän）という言葉は、バララーマとクリシュナ

は主の根源の姿であることを示唆しています。このことは後につづく節でさらに説明されます。

この章の始めに説明したように、主クリシュナはプルシャの化身ではありません。根源の人格

主神その方であり、バララーマは主の最初の完全分身です。バラデーヴァから最初の一連の完

全拡張体であるヴァースデーヴァ（Väsudeva）、サンカルシャナ（Saìkarñaëa）、アニルッ

ダ（Aniruddha）、プラデュムナ（Pradyumna）が現われます。主シュリー・クリシュナは

ヴァースデーヴァ、主バラデーヴァはサンカルシャナです。 

 

第２４節第２４節第２４節第２４節 

 

TaTa" k-l/aE SaMPa[v*tae SaMMaaehaYa SauriÜzaMa(  ) 
buÖae  NaaManaÅNaSauTa"  k-Ik-$e=zu >aivZYaiTa  )) 24 )) 

 
タタハ カラウ サンプラヴリッテー 

tataù kalau sampravåtte 
 

サンモーハーヤ    スラ・ドゥヴィシャーンム 

sammohäya sura-dviñäm 
 

ブッドホー    ナームナーンジャナ・スタハ 

buddho nämnäïjana-sutaù 
 

キーカテーシュ バハヴィッシャティ 

kékaöeñu bhaviñyati 
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tataù—そのあと; kalau—カリの時代; sampravåtte—結果として起こって; sammohäya—

惑わせるために; sura—有神論者達; dviñäm—妬んでいる者達; buddhaù—主仏陀; nämnä—

その名前の; aïjana-sutaù—その方の⺟はアンジャナーだった; kékaöeñu—ガヤー（ビハール

州）地方で; bhaviñyati—起こるであろう。 
 

次に、主はカリ・ユガの始まりに、ガヤー（Gayä）地方でアンジャナーの子すなわち主仏陀

として降誕するであろう。信念の固い有神論者をねたむ者たちを惑わすためである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

人格主神に力を授かった化身である主仏陀は、ガヤー（現在のビハール州）でアンジャナー

の子息として生まれ、独自の非暴力論を布教し、ヴェーダが認めている動物のいけにえの供儀

祭さえも非難しました。主仏陀が降誕した当時、大衆は無神論者ばかりで、動物の肉をなによ

りも好んで食べていました。ヴェーダの供儀祭を口実にして、ほとんどの場所が屠殺場と化し、

動物たちは無制限に殺されていました。主仏陀はそのような動物たちを哀れんで非暴力を唱え

たのです。主は「ヴェーダの教えを信じない」と言い、動物を殺すことで生じる心理的な悪影

響を強調しました。神に対する信念もなく、知性に欠けるカリ時代の人々は仏陀の教えに従う

ことで、神を悟る準備段階としてまず道徳律と非暴力を修練したのです。主は、自分の従者た

ちが神を信じない無神論者だったために惑わしたのですが、かれらは神の化身である主仏陀に

絶対的な信念をいだきつづけました。こうして信仰心のない人々も主仏陀の姿で神を信じまし

た。それが主仏陀の慈悲でした。神への信仰心のない人々が自分を信仰するよう導いたのです。 

主仏陀が降誕する以前、屠殺行為は社会に著しく表われていました。人々は屠殺をヴェーダ

の供儀祭だと主張していました。ヴェーダが権威ある師弟継承をとおして伝えられなくなると、

気まぐれな読者は美辞麗句で飾られた教義にまちがって導かれるものです。『バガヴァッド・

ギーター』では、そのような愚かな学者（avipaçcitaù・アヴィパシュチタハ）について解説されて

います。超越的な悟りに支えられた師弟継承を介して崇高な教えを授かるつもりのない愚かな

ヴェーダ学者は、かならず惑わされます。そのような輩は宗教儀式をすべてと考え、深淵な知

識は持ちあわせていません。『バガヴァッド・ギーター』（第 15 章・第 15 節）では、vedaiç 

ca sarvair aham eva vedyaù（ヴェーダイシュ チャ サルヴァイル アハンム エーヴァ ヴェーデャハ）「ヴ

ェーダは、読者を至高主への道に徐々に導くためにある」と述べられています。ヴェーダ経典

の主題は至高主、個々の魂、宇宙構造、そしてこれらの関係を知ることにあります。その関係

が理解できたとき、その関係に伴うさまざまな活動が始まり、その活動の結果、神のもとに帰

るという人生の究極目標がもっともかんたんな方法で達成されます。しかしざんねんなことに、
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権限のないヴェーダ学者が浄化の儀式だけに心を奪われているために、ヴェーダを悟る自然な

過程に支障が生じます。 

主仏陀は、無神論に惑わされたそのような人々を有神論に導くシンボルと言えるでしょう。

ゆえに、主はまず屠殺という悪癖を止めさせようとしました。動物の殺害者は神のもとに帰る

道をさえぎる危険な要素で、２種類の殺害者がいます。魂は「動物」あるいは「生物」と呼ば

れることがあります。ですから、「動物の殺害者」と「魂という自分の正体を見失った人」は、

どちらも動物殺害者です。 

マハーラージャ・パリークシットは、動物を殺す者だけが至高主の超越的な言葉を味わうこ

とができない、と言いました。ですから、人々が神に行きつく道を歩く教育を受けるとき、「動

物を殺す習慣をやめる」よう教わらなくてはなりません。動物殺害と精神的悟りにはなんの関

係もない、と言うのはじつに愚かなことです。この危険な考えを吹聴する多くのサンニャーシ

ーたちが、ヴェーダを装って動物殺害を促進させるカリ・ユガの助けを借りて続々と出没して

います。この主題は、主チャイタンニャとマラナ・チャンド・カジ・シャヘブの会話で取りあ

げられました。ヴェーダの記述にある動物の供儀祭と、屠殺場でおこなわれている無制限の動

物殺害は同じものではありません。アスラ、あるいは自称ヴェーダ経典の学者がヴェーダを動

物殺害の根拠としたからこそ、主仏陀はヴェーダの権威を表向きに否定しました。主仏陀によ

るヴェーダの拒否は、人々を動物殺害という悪から救うために、そして哀れな動物たちが、「普

遍の兄弟愛・平和・正義・平等」などと大言壮語する兄とも言うべき人間に殺されるのを救う

ためでした。動物殺害に正義はありません。主仏陀はそのまちがいを根絶するために、アヒム

サー（ahiàsä）の教えをインドのみならず全世界に広めました。 

その理論からすると主仏陀の哲学は無神論です。至高主を認めず、ヴェーダの権威を否定す

る哲学だからです。しかし、それは主のカムフラージュでした。主仏陀は神の化身であり、ヴ

ェーダ知識を広めた根源の人物です。ですから、主がヴェーダ哲学を否定するはずがありませ

ん。ただ表向きに否定したのです。神の献愛者をいつも妬んでいるスラ・ドゥヴィシャ

（sura-dviña・悪魔）たちが、ヴェーダの記述を盾に動物殺害を擁護していたからであり、い

まではこの行為が現代のサンニャーシーによって為されています。主仏陀はヴェーダの権威を

根底から否定する必要がありました。これは表向きの教義にすぎません。ほんとうの無神論者

として広めたのであれば、神の化身として認められなかったはずです。また、ヴァイシュナヴ

ァ・アーチャーリャである詩人ジャヤデーヴァの超越的な詩歌でも讃えられなかったはずです。

主仏陀は（そしてシャンカラーチャーリャも）、ヴェーダの権威を確立させるため時代に即応

した手段でヴェーダの予備的原則を説きました。主仏陀もシャンカラーチャーリャも有神論の
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道を開拓したのであり、だからこそヴァイシュナヴァ・アーチャーリャたち、とくに主シュリ

ー・チャイタンニャ・マハープラブは神のもとに帰る道として、人々をその道へ導いたのです。 

いま、多くの人々が主仏陀の非暴力運動に興味をしめしていることは喜ばしいことです。し

かし、この問題を真剣にとらえて屠殺場をすべて閉鎖するでしょうか。それができないのであ

れば、アヒムサーの教義をかかげても無意味です。 

『シュリーマド・バーガヴァタム』はカリ時代到来の直前（約 5,000 年前）に編纂され、主

仏陀は約 2,600 年前に降誕しました。ですから、『シュリーマド・バーガヴァタム』が予言し

た主仏陀の降誕は事実です。それが、一点の曇りもないこの経典の権威です。同じような予言

は数多くしめされ、どれも相次いで実現しています。この事実は、条件づけられた魂の「間違

いをおかし、眩惑され、人を騙し、不完全である」という欠陥とは無縁の『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』の威信を如実にしめすものです。解放された魂たちはこの欠陥を超越していま

す。だからこそ、遠い未来に実現するであろう出来事を予知・予言できるのです。 

 

第２５節第２５節第２５節第２５節 

 

AQaaSaaE  YauGaSaNDYaaYaa&  dSYauPa[aYaezu  raJaSau ) 
JaiNaTaa ivZ<auYaXaSaae NaaMana k-iLk-JaRGaTPaiTa" )) 25 )) 

 
アタハーサウ ユガ・サンデャーヤーンム 

athäsau yuga-sandhyäyäà 
 

ダッシュ・プラーイェーシュ ラージャス 

dasyu-präyeñu räjasu 
 

ジャニター ヴィシュヌ・ヤシャソー 

janitä viñëu-yaçaso 
 

ナーンムナー    カルキル ジャガトゥ・パティヒ 

nämnä kalkir jagat-patiù 
 

atha—そのあと ; asau—同じ主 ; yuga-sandhyäyäm—ユガの接点で; dasyu—略奪者 ; 

präyeñu—ほとんど全員; räjasu—行政者達; janitä—主が誕生するであろう; viñëu—ヴィシ

ュヌという名前の; yaçasaù—ヤシャーという姓名の; nämnä—〜の名前で; kalkiù—主の化

身; jagat-patiù—創造の主。 
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そのあと、２つのユガの接点で創造の主は、ヴィシュヌ・ヤシャー（Viñëu Yaçä）の子息カ

ルキ（Kalki）化身として現われる。その時代、地球の支配者たちは堕落し、略奪者に成り果

てている。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
この節は主カルキという神の化身について予言しています。主は２つのユガの接点、すなわ

ちカリ・ユガの終わりとサッテャ・ユガの始まりに降誕します。４つのユガ（サテャ、トゥレ

ーター、ドゥヴァーパラ、カリ）の循環はカレンダーの月の訪れに似ています。現在のカリ・

ユガは 43 万 2000 年つづきますが、クルクシェートラの戦争が終わり、パリークシット王の

統治が終結してから 5000 年が経過しています。つまり、カリ・ユガの終わりまであと 42 万

7,000 年残っているということです。そして『シュリーマド・バーガヴァタム』の予言どおり

に、この時代の終わりにカルキ化身が現われます。主の父の名前はヴィシュヌ・ヤシャーとい

う博学なブラーフマナで、シャンバラ（Çambhala）という村の名前も記述されています。上

述したように、これらの予言はすべて年代順に真実として実現されていくことでしょう。それ

が『シュリーマド・バーガヴァタム』のゆるぎない信頼性です。 

 

第２６節第２６節第２６節第２６節 

 

AvTaara  ùSa&:YaeYaa  hre"  SatviNaDaeiÜRJaa" ) 
YaQaaivdaiSaNa"  ku-LYaa" SarSa" SYau" SahóXa"  )) 26 )) 

 
アヴァターラー ヒ アサンキェーヤー 

avatärä hy asaìkhyeyä 
 

ハレーヘ サットゥヴァ・ニデヘール ドゥヴィジャーハ 

hareù sattva-nidher dvijäù 
 

ヤタハーヴィダーシナハ    クリャーハ 

yathävidäsinaù kulyäù 
 

サラサハ    シュフ    サハスラシャハ 

sarasaù syuù sahasraçaù 
 

avatäräù—化身; hi—確かに; asaìkhyeyäù—無数; hareù—ハリ、主の; sattva-nidheù—徳

の海の ; dvijäù—そのブラーフマナ達; yathä—ありのままに ; avidäsinaù—無尽蔵の ; 

kulyäù—小川; sarasaù—広大な湖の; syuù—〜である; sahasraçaù—数千の。 
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ブラーフマナたちよ。あたかも無尽蔵の水源から流れでる無数の小川のように、主の化身を

数えつくすことはできない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
この章で挙げられている人格主神の一覧は、これで完結したわけではありません。すべての

化身を一部記載したにすぎないのです。ほかにも、シュリー・ハヤグリーヴァ、ハリ、ハンサ、

プリシュニガルバ、ヴィブ、サテャセーナ、ヴァイクンタ、サールヴァバウマ、ヴィシュヴァ

クセーナ、ダルマセートゥ、スダーマー、ヨーゲーシュヴァラ、ブリハドゥバーヌなど、遠い

昔に無数の化身が登場しています。シュリー・プラフラーダ・マハーラージャは祈りました。

「主よ。あなた様は、水生動物・植物・爬虫類・鳥類・獣・人間・半神という生物の数ほどの

化身で現われ、誠実な人々を守り、不誠実な者たちを破滅させるために降誕されました。さま

ざまなユガで、必要な状況に応じて降誕されたのです。カリ・ユガでは献愛者の姿で降誕され

ています」。カリ・ユガの化身とは主チャイタンニャ・マハープラブを指しています。『シュ

リーマド・バーガヴァタム』や他の経典の多くの箇所でも、主のシュリー・チャイタンニャ・

マハープラブとしての化身について明確に記述されています。『ブラフマ・サムヒター』でも

間接的に、「主は、ラーマ、ヌリシンハ、ヴァラーハ、マトゥシャ、クールマ、その他多くの

化身として降誕していても、ときにみずから現われる」と述べられています。ですから、主ク

リシュナと主チャイタンニャ・マハープラブはじつは化身ではなく、あらゆる化身の根源の方

です。これは次のシュローカで明確に説明されます。主は、記述しつくされていない厖大な化

身の無尽蔵なる源です。しかしその化身は、人間にはとうていできるはずのない特別の並外れ

た神業によって見分けることができます。それが、直接・間接に力を授けられた化身であるこ

とを判断する一般的な証拠です。上記の化身の一部はほとんど完全部分体です。たとえば、ク

マーラたちは超越的な知識という力を授けられました。シュリー・ナーラダは献愛奉仕の力を

授かりました。マハーラージャ・プリトゥは行政官の職務において力を授かりました。魚とし

て現われたマトゥシャ化身は直接の完全部分体です。このように、主の無数の化身は、絶え間

なく宇宙全体に現われています。滝から水が流れつづけるように。 

 

第２７節第２７節第２７節第２７節 

 

‰zYaae  MaNavae deva MaNauPau}aa MahaEJaSa"  ) 
k-l/a" SaveR hrerev SaPa[JaaPaTaYa" SMa*Taa" )) 27 )) 
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リシャヨー マナヴォー デーヴァー 

åñayo manavo devä 
 

マヌ・プトゥラー マハウジャサハ 

manu-puträ mahaujasaù 
 

カラーハ サルヴェー ハレール エーヴァ 

kaläù sarve harer eva 
 

サプラジャーパタヤハ    スムリターハ 

saprajäpatayaù småtäù 
 

åñayaù— す べ て の 聖 者 達 ; manavaù— す べ て の マ ヌ 達 ; deväù— す べ て の 半 神 達 ; 

manu-puträù—マヌのすべての子孫達; mahä-ojasaù—ひじょうに力強い; kaläù—完全部分

体の部分体; sarve—すべて集合的に; hareù—主の; eva—確かに; sa-prajäpatayaù—プラジ

ャーパティ達と共に; småtäù—知られている。 
 

特別な力をそなえたリシ、マヌ、半神、そしてマヌの子孫は、主の完全部分体、あるいは完

全部分体の部分体である。そのなかにはプラジャーパティ（Prajäpati）も含まれる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
比較的力の劣る生命体をヴィブーティ（vibhüti）といい、比較的優れた力を持つ生命体をア

ーヴェーシャ（äveça）化身といいます。 

 

第２８節第２８節第２８節第２８節 

 

WTae ca&Xak-l/a" Pau&Sa" k*-Z<aSTau >aGavaNa( SvYaMa( ) 
wNd]airVYaaku-l&/   l/aek&-  Ma*@YaiNTa  YauGae  YauGae )) 28 )) 

 
エーテー チャーンムシャ・カラーハ プンムサハ 

ete cäàça-kaläù puàsaù 
 

クリシュナス トゥ バハガヴァーン スヴァヤンム 

kåñëas tu bhagavän svayam 
 

インドゥラーリ・ヴャークランム ローカンム 

indräri-vyäkulaà lokaà 
 

ムリダヤンティ    ユゲー    ユゲー 

måòayanti yuge yuge 
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ete—これらすべて ; ca—そして ; aàça—完全部分体 ; kaläù—完全部分体の部分体 ; 

puàsaù—至高者の; kåñëaù—主クリシュナ; tu—しかし; bhagavän—人格主神; svayam—

本人; indra-ari—インドラの敵; vyäkulam—乱されて; lokam—すべての惑星; måòayanti—

保護する; yuge yuge—さまざまな時代で。 
 

これまで述べた化身はすべて、主の完全部分体あるいは完全部分体の部分体いずれかである

が、主シュリー・クリシュナは根源の人格主神である。これらの化身は、無神論者によって混

乱が生じたときにかならず現われる。主は有神論者を守るために降誕するのである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

この節では、とくに主シュリー・クリシュナ・人格主神が他の化身と区別して表現されてい

ます。主は、いわれのない慈悲心ゆえにみずからの超越的住居から降誕する方であるため、ア

ヴァターラ（avatära）「化身」のなかに加えられています。アヴァターラは「降りてくる者」

という意味です。主のすべての化身は、（主をも含め）特定の使命を果たすために物質界のさ

まざまな惑星に、さまざまな生物として降誕します。ときにはみずから降誕したり、さまざま

な完全部分体や完全部分体の部分体が降誕したり、また主から直接・間接に力を授かったさま

ざまな部分体が物質界に降誕し、特定の役割を果たします。主は、すべての富・力・名声・美

しさ・知識・放棄心を持つ方です。その富の一部が完全部分体やその部分体をとおして表わさ

れるのは、「主の特定の任務が遂行されるためには、主のさまざまな力が表わされる必要があ

る」ということです。部屋の照明に小さな電球が使われているとしても、発電所がその小さな

電球程度の電力しか供給できない、ということではありません。その発電所は、高い電圧が必

要な巨大な発電機を動かせる電力も提供できます。同じように、主の化身は限られた力を表わ

すことがありますが、それは特定の時代にその程度の力が必要だということです。 

たとえば、主パラシュラーマはブラーフマナに服従しないクシャトリヤたちを 21 世代にわた

って殺し、主ヌリシンハはヒラニャカシプという強靭凶悪の無神論者を殺して無類の力をしめ

しました。ヒラニャカシプ王が眉を不機嫌そうに動かしただけで、他の惑星にいる半神たちで

さえ震えあがるほど、王は恐ろしい力を持っていました。物質界の高位の惑星に住む半神たち

は、もっとも裕福な人間さえはるかに凌ぐ寿命・美しさ・富・身の回りの品々など、あらゆる

⾯で優れていました。そんなかれらでも、ヒラニャカシプを恐れていたのです。ヒラニャカシ

プがどれほどの力を物質界で誇っていたかが容易にわかるはずです。しかし、そのヒラニャカ

シプでさえ、主ヌリシンハの爪でずたずたに引き裂かれました。これは、どれほど物質的な力

があっても、主の爪の力には太刀打ちできないという事実を物語っています。同じように、ジ
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ャーマダグニャも主の力を発揮し、主に服従しなかった世界中の王たちを殺しました。主の力

を授かった化身ナーラダも、完全拡張体化身のヴァラーハも、そして間接的に力を授かった主

仏陀も、大衆の心に主への信仰心を刻みつけました。ラーマ（Räma）とダンヴァンタリ

（Dhanvantari）の化身は主の名声を、バララーマ（Balaräma）、モーヒニー（Mohiné）、

ヴァーマナ（Vämana）は主の美しさを表わしました。ダッタートゥレーヤ（Dattätreya）、

マトゥシャ（Matsya）、クマーラ（Kumära）、カピラ（Kapila）は主の超越的な知識をしめ

しました。ナラとナーラーヤナ・リシたちは主の放棄心をしめしました。このように、主のさ

まざまな化身は、間接的・直接的にさまざまな様相をしめしましたが、主クリシュナ・根源の

主は人格主神の完璧な様相をしめしています。だからこそ、主がすべての化身の根源であるこ

とが確認できるのです。主シュリー・クリシュナがしめしたもっとも非凡な様相は、内的力を

とおして表わされた牛飼いの乙女たちとの振舞いです。主がゴーピーたちと交わした崇高な娯

楽はすべて、見かけは性的愛情であっても、崇高な存在・至福・知識の表われです。主とゴー

ピーたちが交わした娯楽という特別な魅力は、決して誤解されてはなりません。『シュリーマ

ド・バーガヴァタム』は、これらの超越的娯楽を第 10 編で取りあげています。主とゴーピー

たちとの娯楽の崇高な特質を理解する境地に辿りつくために、『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』は、他の９編をとおして読者を徐々に高めようとしています。 

シュリーラ・ジーヴァ・ゴースヴァーミーの言葉によると、由緒ある情報源がしめしている

ように、主クリシュナはすべての化身の源です。別の源から表わされた化身ということではあ

りません。絶対真理のすべての兆候が主シュリー・クリシュナという人物のなかにあり、『バ

ガヴァッド・ギーター』でも、主は「自分に等しいか、自分よりも優れた真理はない」と断言

しています。この節にある svayam（スヴァヤンム）という言葉は、主クリシュナにはほかの源が

ないことを確証するためにとくに使われています。別の箇所では、特別の役割をしめす化身が

バガヴァーン（bhagavän）と呼ばれることもありますが、「至高人格者」として宣言されるこ

とはありません。この節の svayam は、至高善としての優越性を表現しているのです。 

至高善のクリシュナは唯一絶対の存在です。主は、スヴァヤン・ルーパ（svayaà-rüpa）、

スヴァヤン・プラカーシャ（svayam-prakäça）、タドゥ・エーカートゥマー（tad-ekätmä）、

プラバーヴァ（präbhava）、ヴァイバヴァ（vaibhava）、ヴィラーサ（viläsa）、アヴァター

ラ（avatära）、アーヴェーシャ（äveça）、ジーヴァ（jéva）など、みずからをさまざまな部

分体に分身させ、そのすべてがそれぞれの人物・人格にふさわしい無数の力をそなえています。

超越的学問に精通する博識な学者は、至高善クリシュナについて 64 の特質を挙げて慎重に分

析しています。主の拡張体あるいはカテゴリーは、これらの特質の一部だけをそなえています。
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しかしシュリー・クリシュナはその特質を 100 パーセントそなえた方です。そしてスヴァヤ

ン・プラカーシャやタドゥ・エーカートゥマー、さらにヴィシュヌ・タットヴァであるアヴァ

ターラの概念を含む主の個人的な拡張体は、これらの超越的特質の 93 パーセントをそなえて

います。アヴァターラでもアーヴェーシャでもなく、またその中間にも位置しない主シヴァは、

約 84 パーセントの特質をそなえています。いっぽう、さまざまな生存状態にある個々の生命

体（ジーヴァ）は、最大 78 パーセントの特質しかそなえていません。しかし生命体は、物質

存在という条件づけられた立場ではわずかな量をそなえ、敬虔な生活の程度によってその量は

変化します。もっとも完璧な生物は、１つの宇宙の最高管理者であるブラフマーです。ブラフ

マーは 78 パーセントの特質を完璧に持っています。その他の半神たちは同じ特質を低い割合

で、人間はさらに少ない特質をそなえています。人間の完成の基準は、その特質を完全に 78

パーセントにまで高めることにあります。生命体は、シヴァ、ヴィシュヌあるいは主クリシュ

ナほどの特質を持つことはぜったいにできません。78 パーセントの特質を完全にそなえること

で神聖な存在になることはできますが、シヴァ、ヴィシュヌあるいは主クリシュナのような神

にはなれません。いつかブラフマーになることはできます。精神界の住⺠である神聖な生命体

たちは、ハリ・ダーマ（Hari-dhäma）やマヘーシャ・ダーマ（Maheça-dhäma）と呼ばれる

多様な精神的惑星に住む神の永遠な親交者です。すべての精神的惑星を超えた領域にある主ク

リシュナの住居は、クリシュナローカ（Kåñëaloka）あるいはゴーローカ・ヴリンダーヴァン

（Goloka Våndävana）と呼ばれ、上記の特質の 78 パーセントを完全に高めた完璧な生命体

が、現在の肉体を離れたあとにクリシュナローカに入ることができます。 

 

第２９節第２９節第２９節第２９節 

 

JaNMa  Gauù&  >aGavTaae  Ya  WTaTPa[YaTaae Nar"  ) 
SaaYa& Pa[aTaGa*R<aNa( >a¢-ya du"%Ga]aMaaiÜMauCYaTae  )) 29 )) 

 
ジャンマ グヒャンム バハガヴァトー 

janma guhyaà bhagavato 
 

ヤ エータトゥ プラヤトー ナラハ 

ya etat prayato naraù 
 

サーヤンム    プラータル グリナン バハクテャー 

säyaà prätar gåëan bhaktyä 
 

ドゥフカハ・グラーマードゥ ヴィムッチャテー 

duùkha-grämäd vimucyate 
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 janma—誕生 ; guhyam—神秘的な ; bhagavataù—主 ; yaù—人; etat—これらすべて; 

prayataù—注意深く; naraù—人間; säyam—夕方; prätaù—朝; gåëan—唱える; bhaktyä—

熱心に; duùkha-grämät—すべての苦しみから; vimucyate—解放される。 
 
 主の神秘的な降誕について、愛情をこめて、朝夕注意深く語る者はだれでも、生活にともな

うすべての苦しみから解放される。 
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要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説    
 
    人格主神は『バガヴァッド・ギーター』で、主の超越的な誕生と行動の原則を知る者は、物

質界という迷宮から逃れたあと主のもとに帰っていく、と述べています。物質界に降誕する主

の化身の神秘性を正しく理解するだけで、物質の束縛から解放されるということです。ですか

ら、私たちが幸福になれるようしめされた主の誕生と行動は、どれも俗界とは一切関係があり

ません。精神的な愛情を胸にいだき、神秘のベールに包まれた主の誕生と活動を知ろうとする

人だけがそのベールを取りはらうことができ、やがて物質の束縛から解放されていきます。で

すから、主のさまざまな化身の降誕について述べるこの章を、真剣に、そして熱心に読むだけ

で、主の誕生と行動の真相を理解できるようになります。Vimukti（ヴィムクティ）「解放」とい

うこの言葉は、主の誕生と行動はすべて超越的であることをしめしています。超越的でないと

したら、読むだけで解放は達成できないはずです。この主題は神秘的であり、献愛奉仕の規定

原則に従わない人々は、主の誕生と行動の神秘なる世界に入る資格は授かりません。 

 

第３０節第３０節第３０節第３０節 

 

WTad]UPa& >aGavTaae ùæPaSYa icdaTMaNa" ) 
MaaYaaGau<aEivRricTa&  Mahdaidi>araTMaiNa )) 30 )) 

 
エータドゥ ルーパンム バハガヴァトー 

etad rüpaà bhagavato 
 

ヒ    アルーパッシャ チドゥ・アートゥマナハ 

hy arüpasya cid-ätmanaù 
 

マーヤー・グナイル    ヴィラチタンム 

mäyä-guëair viracitaà 
 

マハダーディビヒル    アートゥマニ 

mahadädibhir ätmani 
 
 etat—これらすべて; rüpam—姿; bhagavataù—主の; hi—確かに; arüpasya—物質ででき

た姿を持たない者の; cit-ätmanaù—超越性の; mäyä—物質エネルギー; guëaiù—質によっ

て; viracitam—作りだされた; mahat-ädibhiù—物質要素で; ätmani—自己の中で。 
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物質界に出現する主のヴィラートゥ（viräö）宇宙体は想像上の概念である。知性に欠ける人々

（初心者）が、主には姿があるという考えに順応できるようにとの配慮が為されている。しか

しじっさいは、主は物質的な姿を持っていない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
    ヴィシュヴァ・ルーパ（viçva-rüpa）あるいはヴィラートゥ・ルーパ（viräö-rüpa）という

主の概念は、主のさまざまな化身と一緒には述べられていませんが、それは既述の化身はすべ

て超越的であり、その化身の体は物質的な観念を超越しているからです。条件づけられた魂の

体とは違い、主の化身の「体と自己」に違いはありません。ヴィラートゥ・ルーパは初心の崇

拝者に知覚できる姿です。初心者のためにヴィラートゥ・ルーパがしめされるのであり、その

ことは本書の第２編でも説明されています。ヴィラートゥ・ルーパのなかのさまざまな惑星の

物質的表われは、主の足や手などとして描写されています。これらはどれも初心者のための説

明です。初心者は物質を超えたものを知覚することができません。主に関する物質的な概念は、

主の真実の姿のリストには含まれていません。主は、パラマートマー・至高の魂として、すべ

ての物質の姿や原子のなかにでさえいますが、外側の物質的姿は主にとっても生命体にとって

も想像の産物です。束縛された魂が持っている現在の姿は真実ではありません。結論として、

主のヴィラートゥの体に関する物質的概念は想像されたものだと言うことができます。主と生

命体は双方とも命を持つ精神魂であり、本来の精神的な体を持っています。 

 

第３１節第３１節第３１節第３１節 

 

YaQaa Na>aiSa MaegaaEgaae re<auvaR PaaiQaRvae_iNale/ ) 
Wv&   d]íir   d*XYaTvMaaraeiPaTaMabuiÖi>a" )) 31 )) 

 
ヤタハー ナバハシ メーガハウゴホー 

yathä nabhasi meghaugho 
 

レーヌル ヴァー パールティヴォー ニレー 

reëur vä pärthivo 'nile 
 

エーヴァンム ドゥラシュタリ ドゥリッシャトゥヴァンム 

evaà drañöari dåçyatvam 
 

アーローピタンム アブッデヒィビヒヒ 

äropitam abuddhibhiù 
 



 40 

yathä—ありのままに; nabhasi—空の; megha-oghaù—雲のかたまり; reëuù—埃; vä—同

様に; pärthivaù—濁り; anile—空気の; evam—そのように; drañöari—見る者にとって; 

dåçyatvam—見る目的で; äropitam—埋め込こまれる; abuddhibhiù—知性に欠ける人々によ

って。 
 

 雲と埃は空気によって運ばれるが、知性に欠ける人々は「空が曇り、空気が汚れる」と言う。

同じように、かれらは精神魂を物質的な肉体観念で見ようとする。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

この節は、物質的な目や感覚では完全に精神的である主を見ることはできないという事実を

さらに確証しています。私たちには、生物の肉体のなかにいる精神的火花さえ見ることができ

ません。生命体の外側を包んでいる肉体や希薄な心を見ることはできても、体内にいる精神的

火花を見ることはできません。だからこそ、生命体の存在を目に見える体の存在をとおして受

けいれなくてはならないのです。同じように、物質的な目で主を見たいと思う人には、ヴィラ

ートゥ・ルーパという巨大な外的姿を瞑想することが勧められています。たとえば人が車に乗

ると（それは誰にも見えることですが）、車内の人物と車を同じものと誤解することがありま

す。大統領が専用車に乗っているのを見て、私たちは「大統領がいる」と表現しますが、それ

は、車と大統領を同一視した言い方です。同じように、神を見る資格もないのにすぐに神を見

ようとする知性に欠ける人には（主は内にも外にも存在していますが）、主の姿としてまず巨

大な物質宇宙をしめせばいいのです。空の雲と空の⻘さの関係を見ればもっとよくわかります。

空の⻘さと空そのものは違いますが、空は⻘いもの、として見られます。しかしそれは、凡人

が考える一般的な概念にすぎません。 

 

第３２節第３２節第３２節第３２節 
 

ATa"  Par&  YadVYa¢-MaVYaU!Gau<ab*&ihTaMa( ) 
Ad*íaé[uTavSTauTvaTSa Jaqvae YaTPauNa>aRv" )) 32 )) 

 
アタハ パランム ヤドゥ アヴャクタンム 

ataù paraà yad avyaktam 
 

アヴューダハ・グナ・ブリンムヒタンム 

avyüòha-guëa-båàhitam 
 

アドゥリシュターシュルタ・ヴァストゥトゥヴァートゥ 

adåñöäçruta-vastutvät 
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サ ジーヴォー ヤトゥ プナル・バハヴァハ 

sa jévo yat punar-bhavaù 
 

ataù—この; param—超えた; yat—であるもの; avyaktam—未現の; avyüòha—姿として

の形を持たない; guëa-båàhitam—その質に影響されて; adåñöa—見ることができない; 

açruta—聞くことができない; vastutvät—そのような状態で; saù—それ; jévaù—生命体; 

yat—であるもの; punaù-bhavaù—何度も誕生を繰りかえす。 
 

濃密な肉体の概念を超えた次元に、姿や形のない、見ることも聞くこともできない、そして

未現の希薄な体の概念がある。生命体は、この希薄な状態を超えた姿を持っている。そうでな

ければ、誕生を繰りかえすことはできないはずである 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

濃密な物質でできた宇宙現象界が主の巨大な体として考えられるように、主の希薄な姿があ

り、それは見ることも聞くこともできず、表わされてもいません。しかしじっさいは、肉体に

関する濃密・希薄という概念は生命体だけに当てはまります。生命体は、濃密かつ希薄な霊的

存在を超えた自分本来の精神的姿を持っています。濃密な体と霊的な機能は、生命体が目に見

える肉体を去るときに停止します。じっさい、目に見えなくなったり、声も音も聞こえなくな

ったりするとき、「その生命は逝ってしまった」と表現されます。熟睡している人の場合、体

が動いていなくても、呼吸をしているのを見れば、生命体が体内にいることがわかります。で

すから、生命体が体から出てしまうとしても、そのことから「命を持つ魂は存在していない」

と結論づけることはできません。存在するはずです。そうでなければ、魂が誕生を繰りかえす

はずがありません。 

主は超越的な姿で永遠に存在し、その姿は生物が持っているような濃密・希薄な体とはまっ

たく違います。それが結論です。主の体と生物の濃密・希薄な体を比べることはできません。

生物の体と神の体を比べる概念は想像の産物です。生命体は自分本来の永遠で精神的な姿を持

っているのですが、いまは物質的な穢れのために条件づけられています。 

 

第３３節第３３節第３３節第３３節 

 

Ya}aeMae  SadSad]UPae   Pa[iTaizÖe   SvSa&ivda ) 
AivÛYaaTMaiNa k*-Tae wiTa Tad(b]ødXaRNaMa( )) 33 )) 
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ヤトゥレーメー サドゥ・アサドゥ・ルーペー 

yatreme sad-asad-rüpe 
 

プラティシッデヘー スヴァ・サンヴィダー 

pratiñiddhe sva-saàvidä 
 

アヴィデャヤートゥマニ    クリテー 

avidyayätmani kåte 
 

イティ タドゥ ブラフマ・ダルシャナンム 

iti tad brahma-darçanam 
 

yatra—そのときにはいつでも; ime—これらすべての中に; sat-asat—濃密と希薄; rüpe—

〜の姿で; pratiñiddhe—無力にされて; sva-saàvidä—自己を悟ることで; avidyayä—無知に

よって; ätmani—自己のうちに; kåte—強いられて; iti—そうして; tat—それが〜である; 

brahma-darçanam—絶対者を見る方法。 
 

自己を悟った結果、濃密・希薄な体は純粋な自己とは一切関係がないことを会得する人物は、

そのときに、主も自分も見ることができる。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

自己の悟りと幻想の違いは、「濃密・希薄な体として現われている物質の力の一時的で幻の

表われは、魂を包む覆いである」と悟ることにあります。その覆いは無知ゆえに起こります。

しかし、人格主神という人物がそのような覆いに包まれることはありません。この事実に確固

たる信念を持つことが解放、すなわち絶対真理者を見る境地です。これは「完璧な自己の悟り

は神聖な精神生活によって達成できる」ということです。自己の悟りとは、濃密・希薄な肉体

が要求することに乱されず、自分本来の活動に真剣に打ちこむことにあります。行動しようと

する衝動は自己から湧きおこりますが、自己の本来の境地を知らなければ幻惑された行動とし

て表われます。無知に包まれた自己の関心は濃密・希薄な体によって決定されるため、なにを

しても、無益な行動を幾生涯も繰りかえす結果になります。しかし、正しい教育を受けて自己

が見つめられるようになったとき、本来の自分の活動が始まります。ですから、自己の活動に

励んでいる人をジーヴァン・ムクタ（jévan-mukta）「制約された環境においても解放されて

いる人物」といいます。 

この完璧な自己の悟りの境地は、不自然な方法に頼るのではなく、つねに超越的な方である

主の蓮華の御足にすがってこそ到達できるものです。『バガヴァッド・ギーター』で主は、「わ

たしはすべての生物の心にいる、そしてわたしだけからすべての知識、記憶、忘却が発生する」
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と言っています。生命体が物質の力（妄想の世界）を楽しみたいと思うと、主はその生命体を

「忘却」という神秘的な力で包み、やがてその生命体は濃密・希薄な体をほんとうの自分だと

思いこむようになります。そしてその生命体は、超越的知識を理解するにつれ、忘却という足

かせから逃れられるよう主に祈るようになります。主はいわれのない慈悲をしめし、幻想のカ

ーテンを取りのぞき、やがてその生命体はほんとうの自己を悟ることができます。その境地に

入った生命体は、永遠で自分本来の境地のなかで主への奉仕に励むようになり、束縛された生

活から自由になっていきます。これはすべて、主がみずからの外的力を使うか、あるいはじか

に内的力を使っておこなわれます。 

 

第３４節第３４節第３４節第３４節 

 

YaÛezaeParTaa devq MaaYaa vEXaardq MaiTa" ) 
SaMPaà  WveiTa ivduMaRihiMan Sve MahqYaTae )) 34 )) 

 
ヤディ エーショーパラター デーヴィー 

yady eñoparatä devé 
 

マーヤー ヴァイシャーラディー マティヒ 

mäyä vaiçäradé matiù 
 

サンパンナ    エヴェーティ ヴィドゥル 

sampanna eveti vidur 
 

マヒンムニ    スヴェー マヒーヤテー 

mahimni sve mahéyate 
 

yadi—もし、しかし; eñä—彼ら; uparatä—静まる; devé mäyä—幻想の力; vaiçäradé—知

識に満ちあふれ; matiù—悟り; sampannaù—〜で満たされる; eva—確かに; iti—こうして; 

viduù—〜を認識して; mahimni—栄光の中で; sve—自己の; mahéyate—〜に立脚して。 
 

幻想の力が静まり、主の恩寵によって完全に知識に満たされた生命体は、自己の悟りをとお

してただちに啓発され、栄光ある自分本来の境地に立脚する。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主は絶対的かつ超越的な方ですから、主の姿・名前・超越的な娯楽・質・親交者・力はすべて

主と同じです。主の崇高な力は、主の全能の力に従って作用します。それは、外的・内的・中間

の力として作用し、また主は全能の力を使ってその力をとおしてどのようなことでもできます。
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みずからの意志で外的力を内的力に変えることもできます。ですから、もともと生命体を眩惑さ

せるために存在し（そして生命体も求めている）幻想の力は、条件づけられた魂が後悔と改悛を

すれば、主の恩寵によってその力が弱まっていきます。そしてその同じ力は、純粋になった心を

持つ生命体が自己の悟りの道を歩けるよう助けてくれます。この関係がよくわかる「電気」の例

があります。高度な技術を持つ電気技師は、電気を調節するだけで加熱と冷却両方に使いわける

ことができます。同じように、いまは生命体を誕生と死の循環に陥れようとしている外的力が、

生命体を永遠な生活に導くために、主の意志で内的力に変化していきます。こうして生命体が主

の恩寵を授かるとき、本来の正しい立場に置かれ、永遠の精神生活を満喫できるようになります。 

 

第３５節第３５節第３５節第３５節 
 

Wv&  JaNMaaiNa k-MaaRi<a ùk-TauRrJaNaSYa c  ) 
v<aRYaiNTa SMa k-vYaae vedGauùaiNa ôTPaTae" )) 35 )) 

 
エーヴァンム ジャンマーニ カルマーニ 

evaà janmäni karmäëi 
 

ヒ  アカルトゥル アジャナッシャ チャ 

hy akartur ajanasya ca 
 

ヴァルナヤンティ    スマ    カヴァヨー 

varëayanti sma kavayo 
 

ヴェーダ・グヒャーニ    フリトゥ・パテーヘ 

veda-guhyäni håt-pateù 
 

evam—このように; janmäni—誕生; karmäëi—活動; hi—確かに; akartuù—行動しない

者の; ajanasya—誕生しない者の; ca—そして; varëayanti—記述する ; sma—過去の ; 

kavayaù—博識者; veda-guhyäni—ヴェーダの中には見つけられない; håt-pateù—心の主。 
 

このように、博識な人々は、誕生することのない主の誕生について、活動することのない主

の活動について説明する。その教えはヴェーダ経典にでさえ見つけられない。主は心の主人で

ある。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

主と生命体は本来精神的な存在です。永遠で、生まれも死にもしません。違いは、主と生命

体の誕生と他界の中味が違う、という点にあります。誕生し、死んでいく生命体は物質自然の
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法則に縛られています。しかし主の誕生と他界は、物質自然の作用によるものではなく、主の

内的力が働いている証拠です。偉大な聖者たちは、人々が自己を悟ることができるようにこの

主題について説明しています。『バガヴァッド・ギーター』では主みずから、物質界での主の

誕生と活動はすべて超越的であると述べています。そして、そのような活動を深く瞑想するだ

けで、私たちはブラフマンの悟りに達し、やがて物質的束縛から救われます。シュルティ・マ

ントラには「誕生しない者が誕生しているかのように見える」と述べられています。主にはす

べきことはなにもありませんが、主は全能であり、すべてが主によって自然に為されているた

め、すべてが自動的に起こっているように見えます。しかしじっさいは、至高人格主神の出現

と他界、そして活動はだれにも理解できないものばかりであり、ヴェーダ経典にでさえ明かさ

れていません。それでも主は条件づけられた魂に慈悲をそそぐために、超越的な誕生と活動を

繰りひろげます。私たちは、いつも主の活動について聞き、よく理解しなくてはなりません。

それは、もっともかんたんで、甘露に満ちたブラフマンの瞑想でもあります。 

 

第３６節第３６節第３６節第３６節 

 

Sa va wd& ivìMaMaaegal/Il/" 
Sa*JaTYavTYaita Na SaÂTae_iSMaNa( ) 

>aUTaezu caNTaihRTa AaTMaTaN}a" 
  zaÍiGaRk&-  iJaga]iTa z@(Gau<aeXa" )) 36 )) 

 
サ ヴァー イダンム ヴィシュヴァンム アモーガハ・リーラーハ 

sa vä idaà viçvam amogha-lélaù 
 

スリジャティ アヴァティ アッティ ナ サッジャテー スミン 

såjaty avaty atti na sajjate 'smin 
 

ブフーテーシュ チャーンタルヒタ アートゥマ・タントゥラハ 

bhüteñu cäntarhita ätma-tantraù 
 

シャードゥ・ヴァルギカンム ジグフラティ シャドゥ・グネーシャハ 

ñäò-vargikaà jighrati ñaò-guëeçaù 
 

saù—至高主; vä—交互に; idam—この; viçvam—表わされた宇宙; amogha-lélaù—無垢な

行動をする者; såjati—創造する; avati atti—維持し、破壊する; na—ではない; sajjate—〜に

影響される; asmin—それらの中に; bhüteñu—全生物の中の; ca—もまた; antarhitaù—内に

住んでいる; ätma-tantraù—自己自立; ñäö-vargikam—主の富の力すべてに恵まれている; 

jighrati—表⾯に付着して、香りを嗅ぐような; ñaö-guëa-éçaù—６つの感覚の主人。 
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つねに純粋な活動をする主は、６つの感覚の主人であり、６つの財富を完全にそなえた全能

者である。物質宇宙を創造し、維持し、破壊し、その行為にいささかも影響されることはない。

主はすべての生命体の内に住み、なにものにも依存しない方である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 
主と生命体のおもな違いは、主が創造者であり、生命体は創造された者、という点にありま

す。この節で主は（amogha-lélaù・アモーガハ・リーラハ）と呼ばれていますが、それは主の創造の

なかに悲嘆すべきものはなにもない、という意味がこめられています。主の創造界のなかで混

乱を起こす者たちは、自分たちが混乱させられます。主はすべての物質的な苦しみを超越して

います。なぜなら主は、富・力・名声・美しさ・知識・放棄心という財富を完全にそなえた方

であり、ゆえに感覚の主人だからです。主は宇宙を創造し、その宇宙のなかで三重苦に苦しめ

られている生命体たちを改心させますが、宇宙を維持し、そしてやがて消滅させる行為に影響

されることはありません。主は物質創造界と表⾯的にかかわっていますが、それは、香りを放

つ物体に鼻を付けずに香りを嗅ぐようなものです。ですから、神聖な質を持たない者は、どれ

ほど努力しても主に近づくことはできません。 

 

第３７節第３７節第３７節第３７節 

 

Na caSYa k-iêiàPau<aeNa DaaTau‚ 
rvEiTa JaNTau" ku-MaNaqz OTaq" ) 

NaaMaaiNa æPaai<a MaNaaevcaei>a" 
SaNTaNvTaae  Na$=cYaaRiMavaj" )) 37 )) 

 
ナ チャーッシャ カシュチン ニプネーナ ダハートゥル 

na cäsya kaçcin nipuëena dhätur 
 

アヴァイティ ジャントゥフ クマニーシャ ウーティーヒ 

avaiti jantuù kumanéña ütéù 
 

ナーマーニ    ルーパーニ マノー・ヴァチョービヒヒ 

nämäni rüpäëi mano-vacobhiù 
 

サンタンヴァトー    ナタ・チャリャーンム イヴァーギャハ 

santanvato naöa-caryäm iväjïaù 
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na—ではない; ca—そして; asya—主の; kaçcit—だれでも; nipuëena—手腕によって; 

dhätuù—創造者の; avaiti—知ることができる; jantuù—生命体; kumanéñaù—貧弱な知識を

使って; ütéù—主の活動; nämäni—主の名前; rüpäëi—主の姿; manaù-vacobhiù—思索の力

によって、あるいは言葉の力によって; santanvataù—示している; naöa-caryäm—芝居がかっ

た行動; iva—のような; ajïaù—愚かな者。 
 

あたかも芝居の役者のようにふるまう主の姿・名前・行動は、知識の乏しい愚かな者には理

解できない。また、そのようなことを想像することも、言葉で描写することもできない。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 
 

だれも絶対真理者の超越的な本質を正しく述べることはできません。そのため、主は「頭脳

と言葉を超えた方」と表現されます。それでも、知識に欠ける人々は、主の活動について不完

全な空想をしてみたり、まちがった説明をしたりしています。一般人にとって、主の活動・降

誕・他界・名前・姿・身の回りの品々・人格、そして主にまつわる物事はどれも神秘のベール

に包まれています。物質主義者には、結果だけを求めて働く者と経験にもとづいて哲学を論じ

る者という２種類がいます。前者は絶対真理者についてなにも知りません。そして推論家も、

果報的活動に挫折したあと絶対真理に関心をしめし、推論を始めます。このような人々にとっ

て絶対真理者は摩訶不思議な存在でしかなく、子どもには奇術師の手品が謎に包まれているの

と同じです。至高の生物の手品に惑わされている不信心な人々は、結果に囚われた活動や推論

を巧みにこなしても、いつも無知のなかにいます。そのような限られた知識しかないかれらに

は、神秘的で超越的な領域に入ることはできません。推論家は、愚鈍な物質主義者や果報的活

動者よりは高い意識を持っているかもしれませんが、幻想の力に縛られているために、「姿が

あり、名前を持ち、そして活動する者は物質エネルギーの産物である」と当たりまえのように

考えています。かれらにとって、至高の精神魂には姿も名前もなく、活動もありません。また

推論家は、主の超越的な名前と姿をふつうの名前や姿と同じ次元で考えるために、じつは無知

のなかにいます。そのような貧弱な知識では、至高の生物の本質を理解することはできません。

『バガヴァッド・ギーター』で述べられているように、主はつねに超越的な境地にあり、それ

は主が物質界にいるときにもあてはまります。しかし無知な人々は、主のことを世界に誕生し

た一人の偉人として考え、こうして幻想エネルギーに間違って導かれているのです。 
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第３８節第３８節第３８節第３８節 

 

Sa ved DaaTau" Padvq& ParSYa 
durNTavqYaRSYa  rQaa(r)Paa<ae" ) 

Yaae_MaaYaYaa SaNTaTaYaaNauv*tYaa 
>aJaeTa TaTPaadSaraeJaGaNDaMa( )) 38 )) 

 
サ ヴェーダ ダハートゥフ パダヴィーンム パラッシャ 

sa veda dhätuù padavéà parasya 
 

ドゥランタ・ヴィーリャッシャ ラタハーンガ・パーネーヘ 

duranta-véryasya rathäìga-päëeù 
 

yo 'mäyayä santatayänuvåttyä 
 

バハジェータ タトゥ・パーダ・サロージャ・ガンダハンム 

bhajeta tat-päda-saroja-gandham 
 

saù— 彼 だ け が ; veda— 知 る こ と が で き る ; dhätuù— 創 造 者 の ; padavém— 栄 光 ; 

parasya—超越性の; duranta-véryasya—偉大な力を持つ方の; ratha-aìga-päëeù—主クリシ

ュナ、手に馬車の輪を持つ方の; yaù—である方; amäyayä—無条件で; santatayä—中断する

ことなく ; anuvåttyä—好意的に ; bhajeta—奉仕をする ; tat-päda—主の蓮華の御足の ; 

saroja-gandham—蓮華の花の香り。 
 

車輪を手に持つ主クリシュナの蓮華の御足に、無条件で、途切れることのない、そして好意

的な奉仕をする者たちだけが、完全な栄光・力・超越性を持つ宇宙の創造者を知ることができ

る。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

結果だけを求める活動や心の推論から生じる反動に無縁の純粋な献愛者だけが、主クリシュ

ナの超越的な名前・姿・活動を知ることできます。心の清い献愛者は主に純粋な奉仕をするた

め、仕えることで個人的な利益を授かろうとする望みはありません。ごく自然に、無条件の奉

仕をつづけます。主の創造世界にいる生物はすべて、間接・直接に主に奉仕をしています。こ

の主の法則に当てはまらない人はだれもいません。間接的に仕えている人々は、主の幻想の力

に強いられながら、不本意に奉仕をしています。いっぽう、主に愛されている代表者に導かれ

て直接主に奉仕をしている人々は、好意的に奉仕をしています。そのような好意的な召使いが

主の献愛者であり、主の恩寵と慈悲を授かって、崇高かつ神秘的な境地に入ることができます。
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しかし、推論だけに頼る人々はいつも暗闇のなかにいます。『バガヴァッド・ギーター』が説

くように、主は純粋な献愛者を悟りの道へ導きます。かれらが自発的な思いから主にたえまな

い愛情奉仕をしているからです。それが神の国に入っていく秘訣です。果報的活動者や推論者

には、その国に入る資格はありません。 

 

第３９節第３９節第３９節第３９節 

 

AQaeh DaNYaa >aGavNTa wTQa& 
YaÜaSaudeve_i%l/l/aek-NaaQae  ) 

ku-vRiNTa SavaRTMak-MaaTMa>aav& 
  Na Ya}a >aUYa" PairvTaR oGa]" )) 39 )) 

 
アテヘーハ ダハニャー バハガヴァンタ イッタハンム 

atheha dhanyä bhagavanta itthaà 
 

ヤドゥ ヴァースデーヴェー キヒラ・ローカ・ナーテヘー 

yad väsudeve 'khila-loka-näthe 
 

クルヴァンティ サルヴァートゥマカンム アートゥマ・バハーヴァンム 

kurvanti sarvätmakam ätma-bhävaà 
 

ナ    ヤトゥラ ブフーヤハ    パリヴァルタ    ウグラハ 

na yatra bhüyaù parivarta ugraù 
 

atha—このように; iha—この世界で; dhanyäù—成功する; bhagavantaù—完璧に認識す

る; ittham—そのような; yat—であるもの; väsudeve—人格主神に; akhila—すべてを包括す

る; loka-näthe—全宇宙の所有者に; kurvanti—起こさせる; sarva-ätmakam—100 パーセン

ト; ätma—精神魂; bhävam—法悦心; na—決してない; yatra—そこで; bhüyaù—再び; 

parivartaù—繰りかえし; ugraù—恐ろしい。 
 

この世界では、そのような質問をするだけで人生を成功させ、すべてを認識できるようにな

る。なぜなら、その質問によって全宇宙の所有者である人格主神への超越的かつ法悦的愛情が

目覚め、恐ろしい誕生と死の繰りかえしからの完全な解放が保証されるからである。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

シャウナカを筆頭とする聖者たちの質問は、ここでスータ・ゴースヴァーミーによって、そ

の超越的質ゆえに讃えられています。すでに断言されたように、主の献愛者だけが主を幅広く
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理解でき、ほかの人々に主のことはわかりません。献愛者は精神的知識をすべて完璧に認識し

ています。「人格主神」は絶対真理者を表現する究極の言葉です。非人格的ブラフマンと局所

的パラマートマー（至高の魂）は人格主神の知識に含まれます。ゆえに、人格主神を知る人は、

主に関するすべて、主の全能の力、主の拡張体などを理解できるようになります。また、献愛

者はあらゆる⾯で成功した人物として祝福されます。主の完全な献愛者は、誕生と死という恐

ろしい物質的苦悩に苦しめられることはありません。 

 

第４０節第４０節第４０節第４０節 

 

wd&   >aaGavTa&  NaaMa  Paura<a&  b]øSaiMMaTaMa(  ) 
otaMaëaek-cirTa&     ck-ar    >aGavaNa*iz"  ) 
iNa"é[eYaSaaYa l/aek-SYa DaNYa& SvSTYaYaNa& MahTa( )) 40 )) 

 
イダンム バハーガヴァタンム ナーマ 

idaà bhägavataà näma 
 

プラーナンム    ブラフマ・サンミタンム 

puräëaà brahma-sammitam 
 

ウッタマ・シュローカ・チャリタンム 

uttama-çloka-caritaà 
 

チャカーラ バハガヴァーン    リシヒ 

cakära bhagavän åñiù 
 

ニフシュレーヤサーヤ ローカッシャ 

niùçreyasäya lokasya 
 

ダハニャンム    スヴァスティ・アヤナンム    マハトゥ 

dhanyaà svasty-ayanaà mahat 
 

idam—この ; bhägavatam—人格主神と、その純粋な献愛者に関する記述を含む書物; 

näma—その名前の; puräëam—ヴェーダの補足; brahma-sammitam—主シュリー・クリシ

ュナの化身; uttama-çloka—人格主神; caritam—活動; cakära—編纂された; bhagavän—人

格主神の化身 ; åñiù—シュリー・ヴャーサデーヴァ ; niùçreyasäya—究極の善のために ; 

lokasya—すべての人々の; dhanyam—すべての⾯で成功して; svasti-ayanam—すべての⾯

で至福に満ちあふれて; mahat—すべての⾯で完璧な。 
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この『シュリーマド・バーガヴァタム』は、神の文学の化身であり、シュリーラ・ヴャーサ

デーヴァによって編纂された。この書物は万⺠の究極の幸福のためにあり、あらゆる⾯で成功

し、あらゆる⾯で至福に満ち、あらゆる⾯で完璧である。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主シュリー・チャイタンニャ・マハープラブは、『シュリーマド・バーガヴァタム』をヴェ

ーダの全知識と歴史を記述した純粋な音の表われである、と宣言しました。人格主神と直接か

かわりのあった偉大な献愛者たちについて、選りすぐられた歴史が記載されているのです。『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』は主シュリー・クリシュナの文学としての化身であり、ゆえに

主と同じです。私たちが敬意をこめて主を崇拝するように、『シュリーマド・バーガヴァタム』

も同じ気持ちで崇拝しなくてはなりません。そうすれば、慎重かつ忍耐強い研究をとおして主

の究極の祝福を授かることができます。神が光と至福に満ち、あらゆる⾯で完璧な方であるよ

うに、『シュリーマド・バーガヴァタム』も同じ質に満たされています。読者は『シュリーマ

ド・バーガヴァタム』を読むことで、至高のブラフマン、シュリー・クリシュナの超越的光に

照らされますが、それは透明で無垢な精神指導者をとおして受けとる場合に限られます。主チ

ャイタンニャの親密な秘書であるシュリーラ・スヴァルーパ・ダーモーダラ・ゴースヴァーミ

ーは、プリーにいた主を訪ねてくる人々に対して、人物のバーガヴァタムから『シュリーマド・

バーガヴァタム』を学ぶよう助言しました。人物のバーガヴァタムとは、自己を悟った正しい

精神指導者のことで、望むべき結果を得るためには、その人物だけをとおして『シュリーマド・

バーガヴァタム』の教えを授からなくてはなりません。『シュリーマド・バーガヴァタム』を

研究すれば、主から直接得られるあらゆる祝福を授かることができます。この書物は、主シュ

リー・クリシュナの超越的祝福をすべて含んでおり、主とじかに接触して得られる同じ結果が

授かります。 

 

第４１節第４１節第４１節第４１節 

 

Taidd&  Ga]ahYaaMaaSa SauTaMaaTMavTaa& vrMa(  ) 
SavRvedeiTahaSaaNaa& Saar& Saar& SaMaud(Da*TaMa( )) 41 )) 

 
タドゥ イダンム グラーハヤーンム アーサ 

tad idaà grähayäm äsa 
 

スタンム    アートゥマヴァターンム ヴァランム 

sutam ätmavatäà varam 
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サルヴァ・ヴェーデーティハーサーナーンム 

sarva-vedetihäsänäà 
 

サーランム    サーランム    サムッドフゥリタンム 

säraà säraà samuddhåtam 
 

tat— そ の ; idam— こ の ; grähayäm äsa— 受 け 入 れ さ せ た ; sutam— 我 が 子 に ; 

ätmavatäm—自己の悟りの; varam—もっとも尊い; sarva—すべての; veda—ヴェーダ経典

（ 知 識 の 書 物 ） ; itihäsänäm— す べ て の 歴 史 の ; säram— 真 髄 ; säram— 真 髄 ; 

samuddhåtam—取り出されて。 
 

シュリー・ヴャーサデーヴァはヴェーダ経典と宇宙の歴史のなかから真髄を抽出し、それを、

自己を悟った人物のなかでもっとも尊ばれていた我が子に伝えた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

充分な知識のない人々は、仏陀が降誕した時代、つまり紀元前 600 年以後の歴史だけを受け

いれ、経典に登場するそれ以前の歴史はどれも想像上の物語と考えています。しかし、それは

違います。プラーナや『マハーバーラタ』で記述されている物語は、その内容がこの星に限ら

ず、宇宙内の他の無数の星々にまつわる歴史であっても、すべて歴史上の事実なのです。懐疑

的な人々には、この世界以外の惑星にある歴史は信じられません。しかし、さまざまな惑星の

環境はどこも同じというわけではありませんから、他の惑星にある歴史的事実がこの惑星の状

況には合致していない場合があります。さまざまな惑星のさまざまな環境を考慮すると、プラ

ーナに出てくる話はとくに驚くべきことでもなく、また想像上の話でもありません。「甲の薬

は乙の毒」という格言があります。ですから、プラーナの話や歴史を空想の産物と考えて無視

すべきではありません。ヴャーサのような偉大なリシたちは、経典を捏造することにはかかわ

らないのです。 

『シュリーマド・バーガヴァタム』には、さまざまな惑星の歴史から選び抜かれた歴史上の

事実が記述されています。そのために、すべての精神的権威者からマハー・プラーナ

（Mahä-Puräëa）として認められています。この歴史の特筆すべき重要性は、それらの歴史的

出来事がさまざまな時代や環境において主と関係がある、という点にあります。シュリーラ・

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、自己を悟った人物のなかでも筆頭の人物であり、この

ことを父ヴャーサデーヴァから学問の対象として学びました。シュリーラ・ヴャーサデーヴァ

は偉大な権威者であり、『シュリーマド・バーガヴァタム』の主題がひじょうに重要であるこ
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とから、内容を我が子シュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーに伝えました。この書

物の内容は牛乳のクリームにたとえられます。ヴェーダ経典は、知識にあふれた牛乳の海のよ

うな存在です。クリームあるいはバターは牛乳から得られるもっとも美味なエッセンスですが、

主と主の献愛者のさまざまな活動が記され、また人々を啓蒙する権威ある『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』も、まさに同じ甘露を含んでいます。しかし、『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』のメッセージを、その内容を信じていない者たちや無神論者から、あるいは俗人のために

『シュリーマド・バーガヴァタム』を語って商売にしている職業吟唱家たちから学んでも利益

はなにも得られません。この教えはシュリーラ・シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーが伝えた

ものであり、利益追求とはまったく関係ありませんし、まして商売をして家族を養う必要など

ありませんでした。ですから、『シュリーマド・バーガヴァタム』は、シュカデーヴァの代表

者から学ぶべきであり、またその代表は家族を養う義務のない放棄階級の人物でなくてはなり

ません。牛乳はもちろん美味で栄養豊富な食品ですが、蛇の口が触れた牛乳には栄養どころか、

死をもたらすことさえあります。同じように、ヴァイシュナヴァの原則に厳格に従っていない

者たちは、この『シュリーマド・バーガヴァタム』を商売道具にして、多くの読者を精神的死

に追いやってはなりません。『バガヴァッド・ギーター』で主は、すべてのヴェーダの目的は

主（主クリシュナ）を知るためにあると述べ、また『シュリーマド・バーガヴァタム』は「記

録された知識」という姿の主シュリー・クリシュナ人格主神です。ですから、本書はすべての

ヴェーダのクリーム（真髄）であり、シュリー・クリシュナに関連するあらゆる時代のあらゆ

る歴史的事実を含んでいます。まさに、すべての歴史の真髄をまとめた書物なのです。 

 

第４２節第４２節第４２節第４２節 

 

Sa Tau Sa&é[avYaaMaaSa MaharaJa& Parqi+aTaMa( ) 
Pa[aYaaePaiví&  Ga(r)aYaa&  ParqTa&  ParMaizRi>a" )) 42 )) 

 
サ トゥ サンムシュラーヴァヤーンム アーサ 

sa tu saàçrävayäm äsa 
 

マハーラージャンム    パリークシタンム 

mahäräjaà parékñitam 
 

プラーヨーパヴィシュタンム ガンガーヤーンム 

präyopaviñöaà gaìgäyäà 
 

パリータンム    パラマリシビヒヒ 

parétaà paramarñibhiù 
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saù—ヴャーサデーヴァの子; tu—再び; saàçrävayäm äsa—それらを聞けるようにする; 

mahä-räjam—皇帝に; parékñitam—パリークシットという名の; präya-upaviñöam—食糧や飲

み物を摂取せずに死ぬまで座った人物; gaìgäyäm—ガンジス川の岸辺で; parétam—囲まれて; 

parama-åñibhiù—偉大な聖者達によって。 
 

ヴャーサデーヴァの子、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、次にこの『シュリーマド・

バーガヴァタム』を偉大な皇帝パリークシットに伝えた。皇帝は、ガンジス川の岸辺で聖者た

ちに囲まれ、食べることも飲むこともやめて死を待っていた。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

すべての超越的なメッセージは師弟継承の鎖をとおして正しく受け継がれます。これがパラ

ンパラー（paramparä）「師弟継承」です。ですから、『シュリーマド・バーガヴァタム』で

あろうと他のヴェーダ経典であろうと、このパランパラーというつながりから学ばなければ、

知識は正しく伝わりません。ヴャーサデーヴァはシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーに内容を

伝え、同じ内容がシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーからスータ・ゴースヴァーミーに受けつ

がれました。ですから、『シュリーマド・バーガヴァタム』の教えをスータ・ゴースヴァーミ

ー、あるいはその代表者から受けいれるべきであり、他の不適切な解釈を受けいれてはなりま

せん。 

パリークシット皇帝は自分がまもなく死ぬことを知り、すぐに王国と家族を後にしてガンジ

ス川の岸辺に座って死ぬまで絶食する決意でいました。すべての偉大な聖者、リシ、哲学者、

神秘家たちも、パリークシットが皇帝であったことから、その場に集まってきました。かれら

は、皇帝がさしあたって何をすべきかについて多くの助言をしましたが、最後に、シュカデー

ヴァ・ゴースヴァーミーから主クリシュナについて聞くことが決まりました。このようにして

『シュリーマド・バーガヴァタム』がパリークシット皇帝に語られることになったのです。 

マーヤーヴァーダ哲学を説き、姿や形のない絶対真理者の悟りを強調したシュリーパーダ・

シャンカラーチャーリャも、「議論からは何も得られない、だから主クリシュナの蓮華の御足

に身をゆだねよ」、と説きました。シュリーパーダ・シャンカラーチャーリャは、『ヴェーダ

ンタ・スートラ』について美辞麗句を並べた文法的な解釈は、死ぬときにはまったく役に立た

ないことを間接的に認めたということです。死という極限状態において、私たちはゴーヴィン

ダの名前を唱えなくてはなりません。これが、すべての偉大な超越主義者たちからの助言です。

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは、死ぬときにナーラーヤナの名前を唱えるという同じ真

理を遠い昔から教えています。それがすべての精神的活動の最重要点です。この永遠の真理に
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のっとって、『シュリーマド・バーガヴァタム』は有能なシュカデーヴァ・ゴースヴァーミー

によって語られ、パリークシット皇帝によって聞かれました。『シュリーマド・バーガヴァタ

ム』のメッセージの語り手と受け手双方が、同じ媒体をとおして確実に救われるのです。 

 

第４３節第４３節第４３節第４３節 

 

k*-Z<ae SvDaaMaaePaGaTae DaMaRjaNaaidi>a" Sah ) 
k-l/aE  Naíd*XaaMaez  Paura<aak-aeR_DauNaaeidTa" )) 43 )) 

 
クリシュネー スヴァ・ダハーモーパガテー 

kåñëe sva-dhämopagate 
 

ダハルマ・ギャーナーディビヒヒ サハ 

dharma-jïänädibhiù saha 
 

カラウ    ナシュタ・ドゥリシャーンム エーシャ 

kalau nañöa-dåçäm eña 
 

プラーナールコー    ドフゥノーディタハ 

puräëärko 'dhunoditaù 
 

kåñëe—クリシュナの; sva-dhäma—みずからの住居; upagate—戻って; dharma—宗教; 

jïäna—知識; ädibhiù—一緒になって; saha—〜と一緒に; kalau—カリ・ユガにおいて; 

nañöa-dåçäm—自分の視力を失った人々の; eñaù—これらすべて; puräëa-arkaù—太陽のよ

うに光輝くプラーナ; adhunä—ちょうど今; uditaù—昇った。 
 

このバーガヴァタ・プラーナは太陽のようにまばゆくきらめき、主クリシュナが宗教と知識

を伴ってみずからの住居に去っていった直後にその姿を現わした。カリ時代の無知という暗闇

のために視力を失った人々は、このプラーナから光を得ることができるだろう。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

主シュリー・クリシュナは自分の永遠なダーマ（dhäma）「住居」を持っており、永遠な親

交者やさまざまな身の回りの品々とともにその世界を楽しんでいます。その永遠な住居は主の内

的力の現われであり、物質界は外的力の現われです。主は物質界に降誕するとき、内的力のなか

であらゆる品々とともにみずからを表わし、それはアートゥマ・マーヤー（ätma-mäyä）と呼

ばれています。『バガヴァッド・ギーター』で主は、自分の力（アートマ・マーヤー）によって

降誕する、と言います。ゆえに主の姿・名前・名声・身の回りの品々・住居などは物質ではあり
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ません。主は、堕落した魂たちを呼びもどすために、そして主によって直接定められた宗教法典

を再構築するために降誕します。神以外に、宗教原則を定める者はいません。主、あるいは主か

ら力を授かった適切な人物が宗教原則を決定することができます。真の宗教とは、神を知ること、

主との関係を知ること、その関係にもとづく義務を知ること、そして最後に物質の体を去ったあ

とに行く場所を知ることです。物質エネルギーに縛られている条件づけられた魂は、この原則に

ついてほとんど知りません。ほとんどの人々が、動物のように食べたり、眠ったり、恐れたり、

子孫を増やすために生きています。宗教、知識、解放の名のもとで感覚満足にふけっているので

す。また、争いの時代・カリ・ユガの悪影響で精神的視野はさらに失われています。カリ・ユガ

に生きる人々は、さしずめ王の格好をした動物といえましょう。精神的知識にも信心深い宗教生

活にも無縁の生活をしています。また、希薄な心・知性・自我の範囲を超えたものは何も見るこ

とができないほど視力を失っていますが、発達した知識、科学、物質的繁栄をたいへん誇りに思

っています。しかし、いまの肉体を去ったあとに犬や豚の体に入る危険を顧みることもありませ

ん。人生の究極目標を完全に見失っているからです。人格主神シュリー・クリシュナは、カリ・

ユガが始まる直前に降誕し、カリ・ユガが始まったと同時にみずからの永遠なふるさとに戻って

いきました。主が地上にいたとき、さまざまな活動をとおして私たちにすべてをしめしました。

とくに『バガヴァッド・ギーター』を語り、偽りの宗教原則をすべて根絶しています。そして物

質界を去るまえに、ナーラダを介してシュリー・ヴャーサデーヴァに力を授け、『シュリーマド・

バーガヴァタム』の情報を編纂させ、こうして『バガヴァッド・ギーター』と『シュリーマド・

バーガヴァタム』は、正しく物事を見る目を失ってしまった現代人に「明かりをかざす」存在と

なりました。言いかえれば、カリ時代に生きる人々が人生のほんとうの光を見ようと望むならば、

この２冊の本だけを信頼すれば人生の目標は達成される、ということです。『バガヴァッド・ギ

ーター』は『シュリーマド・バーガヴァタム』の予備学習であり、『シュリーマド・バーガヴァ

タム』は至高善・主シュリー・クリシュナの権化です。ですから私たちは『シュリーマド・バー

ガヴァタム』を、主クリシュナを直接代表する書物として受けいれなくてはなりません。『シュ

リーマド・バーガヴァタム』の本質を見ることのできる人は、主シュリー・クリシュナその方を

見ることができます。双方に違いはないからです。 

 

第４４節第４４節第４４節第４４節 

 

Ta}a  k-ITaRYaTaae   ivPa[a   ivPa[zeR>aURirTaeJaSa" ) 
Ah&  caDYaGaMa&  Ta}a   iNaivíSTadNauGa]haTa( ) 
Saae_h& v" é[aviYaZYaaiMa YaQaaDaqTa& YaQaaMaiTa )) 44 )) 
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タトゥラ キールタヤトー ヴィプラー 

tatra kértayato viprä 
 

ヴィプラルシェール ブフーリ・テージャサハ 

viprarñer bhüri-tejasaù 
 

アハンム    チャーデャガマンム    タトゥラ 

ahaà cädhyagamaà tatra 
 

ニヴィシュタス タドゥ・アヌグラハートゥ 

niviñöas tad-anugrahät 
 

ソー ハンム    ヴァハ シュラーヴァイッシャーミ 

so 'haà vaù çrävayiñyämi 
 

ヤタハーデヒィータンム    ヤタハー・マティ 

yathädhétaà yathä-mati 
 

tatra—そこで; kértayataù—語っているあいだ; vipräù—ブラーフマナ達よ; vipra-åñeù—

その偉大なブラーフマナ・リシから; bhüri—素晴らしく; tejasaù—力強い; aham—私; ca—

もまた; adhyagamam—理解できた; tatra—その集まりの中で; niviñöaù—完璧に集中して; 

tat-anugrahät— 彼 の 慈 悲 で ; saù— ま さ に そ の こ と ; aham— 私 ; vaù— 皆 さ ん に ; 

çrävayiñyämi—聞いていただきたい; yathä-adhétam yathä-mati—私の悟りが及ぶ限り。 
 

博識なるブラーフマナたちよ。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーがそこで（パリークシッ

ト皇帝がいたとき）『シュリーマド・バーガヴァタム』を語ったとき、私は全身全霊を傾けて

その話を聞き、偉大で精神的力みなぎるシュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの慈悲によって『シ

ュリーマド・バーガヴァタム』を学ぶことができた。では、これから、私がシュカデーヴァ・

ゴースヴァーミーから聞き、そして悟った同じことを、皆さんに聞いていただきたいと思う。 
 

要旨解説要旨解説要旨解説要旨解説 

 

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーのような自己を悟った偉大な魂から『シュリーマド・バ

ーガヴァタム』を聞けば、まちがいなくこの書物をめくるたびに主シュリー・クリシュナの存

在を直接見ることができます。しかし、『シュリーマド・バーガヴァタム』を語ってお⾦を稼

ぎ、そのお⾦を使って性欲を満たすような雇われた贋物吟唱家からは、ぜったいに学ぶことは

できません。性生活に没頭している人間たちとかかわっている人は『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』を学ぶことはできません。これが『シュリーマド・バーガヴァタム』を学ぶ秘訣です。

また、俗な学識を使って『シュリーマド・バーガヴァタム』を解釈する人間からも学ぶことは
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できません。主シュリー・クリシュナをこの書物のなかに見出したいのであれば、シュカデー

ヴァ・ゴースヴァーミーの代表者から学ぶべきであり、それ以外の人物から学んではなりませ

ん。それが正しい方法であり、それ以外の方法はありません。スータ・ゴースヴァーミーは、

シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーという偉大で博学なブラーフマナから授かったメッセージ

を語ることを望んでいる人物であるため、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーの正しい代表者

といえます。シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーは偉大な父親から『シュリーマド・バーガヴ

ァタム』を聞き、スータ・ゴースヴァーミーも、シュカデーヴァ・ゴースヴァーミーから聞い

たとおりに語ろうとしました。ただ聞くだけでは不充分です。正しく傾聴して、内容を理解し

なくてはなりません。Niviñöa（ニヴィシュタ）は、スータ・ゴースヴァーミーが『シュリーマド・

バーガヴァタム』の甘露を耳から飲んだということを表わしています。それが『シュリーマド・

バーガヴァタム』を受けとるほんとうの方法です。正しい人物から一心に聞けば、主クリシュ

ナの存在をすべてのページをとおして理解できます。『シュリーマド・バーガヴァタム』を知

る秘訣がこの節で述べられています。心が純粋でなければ、全霊を傾けることはできません。

行動が純粋でない人は、心を純粋にすることもできません。そして、食べること・眠ること・

恐れること・子孫を作ることでも純粋にならなければ、純粋な心を持つことはできません。し

かし、なんとかして正しい人物から一心不乱になって『シュリーマド・バーガヴァタム』を学

べば、学び始めた当初から、各ページのなかに主シュリー・クリシュナを確実に見ることがで

きます。 

 

これで、バクティヴェーダンタによる『シュリーマド・バーガヴァタム』、第１編・第３章、

「クリシュナはすべての化身の根源である」の要旨解説を終了します。 


